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二
年
律
令
に
見
え
る
法
律
用
語

そ
の
(

一

)

富

谷

至

本
稿
は
､

一
九
八
〇
年
湖
北
省
江
陵
張
家
山
漠
墓
出
土
の
漢
律
､
所
謂

｢
二
年
律
令
｣
の
謬
注
に
封
鷹
し
て
'
そ
こ
に
見
え
る
法
律
用
語
､

表
現
の
意
味
を
解
説
す
る
も
の
で
あ
る
｡
漢
律
の
語
義
を
分
析
し
､
考
謹
す
る
こ
と
を
通
し
て
､
漠
の
法
思
想
､
刑
罰
適
用
の
概
念
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
第

一
の
目
的
と
す
る
｡

以
下

｢諸
法
｣
と
表
記
し
て
い
る
の
は
､
本
稿
と
共
に
蓉
表
し
た

｢江
陵
張
家
山
漢
墓
出
土
漢
律

『
二
年
律
令
』
讃
注
稿
｣
の
こ
と
で
あ
る
｡

出
土
の
竹
筒
の
性
格
に
関
し
て
は
､
こ
れ
も
同
時
に
掲
載
す
る
宮
宅
潔
論
文
に
詳
し
い
｡

引
用
し
て
い
る
二
年
律
令
の
日
本
語
課
は
､
概
ね

｢讃
注
稿
｣
に
従
う
こ
と
か
ら
'
ま
た
原
文
の
中
で
ど
の
よ
う
に
語
句
が
使
わ
れ
て
い
る

の
か
を
問
題
に
す
る
が
故
に
､
資
料
は
､
原
文
の
ま
ま
で
あ
り
､
雲
夢
睡
虎
地
秦
律
お
よ
び
文
献
史
料
も
こ
れ
に
従
う
｡
表
題
を

｢
そ
の

(
一
)｣

と
し
て
い
る
の
は
､
｢謬
注
稿
｣
が
二
年
律
令
の
-
筒
か
ら

用筒
ま
で
を
と
り
あ
げ
､
そ
の
後
は
次
軟
に
引
き
績
き
掲
載
す
る
濠
定
で
あ
り
､
こ

の
用
語
解
説
も
そ
れ
に
呼
臆
し
て
績
編
を
準
備
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
ぬ
｡

な
お
､
答
問
と
す
る
の
は
､
睡
虎
地
秦
律
の

｢法
律
答
問
｣､
秦
律
○
律
と
は
､
睡
虎
地
秦
律
の

｢秦
律

一
八
種
｣
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
｡
二
年
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律
令
の
簡
番
軟
は

｢評
注
稿
｣
の
そ
れ
､
つ
ま
り

『張
家
山
漢
墓

竹
筒

[二
四
七
戟
墓
]』
(文
物
出
版
社
)
の
簡
香
坂
で
あ
り
'
睡
虎
地
秦
蘭
の

簡
番
淡
は

『睡
虎
地
秦
墓
竹
筒
』
(
一九
九
〇
､
文
物
出
版
社
)
に
付
け
ら
れ
た
香
坂
で
あ
る
｡

222

Ⅰ

輿

○

同

法

｢輿
同
罪
｣
｢輿
同
法
｣
と
い
う
表
現
は
､
二
年
律
令
中
に
次
の
よ
う
な
候
文
の
中
で
登
場
す
る
｡

諸
食
膳
肉
､
膳
肉
毒
殺
､
傷
､
病
人
者
､
重
義
執
播
其
徐
'
其
願
官
肺
肉
也
､
亦
熔
之
､
常
備
弗
播
､
及
吏
王
者
'
皆
坐
肺
肉
戚
'
輿
盗

計
数

謀
賊
殺
'
傷
人
､
輿
賊
同
法

賊
殺
傷
人
畜
産
､
輿
盗
同
法
､
畜
産
病
人
牧
而
殺
傷
B
j

謀
達
人
盗
､
若
数
人
可
盗
所
､
人
即
以
其
言
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
及
智
人
盗
輿
分
'
皆
輿
盗
同
法

盗
出
財
物
干
連
関
徴
､
及
吏
部
王
智
而
出
者
､
皆
輿
盗
同
法
'
弗
智
､
罰
金
四
両
､
使
者
所
以
出
､
必
有
符
致
､
母
符
致
､

吏
智
而
出
之
､
亦
輿
盗
同
法

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

□
□
□
財
物
私
自
暇
傾
'
侶
傭
人
罰
金
二
両
､
其
鋳
金
'
布
吊
'
粟
米
､
馬
牛
殴
､
輿
盗
同
法

20

(賊
律
)

26

(威
律
)

49

(威
律
)

57

(盗
律
)

74

(盗
律
)

75

(盗
律
)

77

(盗
律
)



二年律令に見える法律用語 - その (1)

告
､
告
之
不
審
､
鞄
之
不
直
､
放
縦
弗
刑
､
若
論
而
失
之
'
及
守
蒋
奴
蝉
而
亡
之
､
纂
逐
縦
之
､
及
諸
律
令
中
日
同
法
､
同
罪
､
共
析

1-7

(具
律
)

奴
有
罪
､
増
収
其
妻
子
璃
奴
締
着
､
有
告
劾
未
遂
死
'
収
之
'
匿
政
､
輿
盗
同
法
t

1

(収
律
)

諸
馬
牛
到
所
､
皆
母
敢
穿
穿
'
穿
穿
及
及
置
官
機
能
害
人
'
馬
牛
者
'
雅
夫
有
殺
傷
也
､
耐
鵠
隷
臣
妾
､
殺
傷
馬
牛
､
輿
盗
同
法
､
殺
人

2-1

(田
律
)

吏
王
者
弗
得
､
罰
金
各
二
両
'
講
師
給
人
以
有
取
'
及
有
坂
責
貿
買
而
訴
給
人
､
皆
坐
戚
輿
盗
同
法
'
罪
耐
以
下

2-1

(市
律
)

｢輿

○
同
法
｣
の
四
字
句
は
､
二
年
律
令
の
み
な
ら
ず
､
睡
虎
地
秦
闇
を
は
じ
め
と
す
る
出
土
法
律
資
料
'
ま
た
文
献
史
料
に
も
散
見
し
'
法

律
の
運
用
上
の
専
門
用
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
｡

【
雲
夢
秦
簡
】

禾
､
審
嚢
積
膚
､
有
嘉
､
不
備
而
匿
弗
謁
､
及
者
移
歳
以
賞
不
備
､
華
官
物
嘗
負
賞
而
償
出
之
以
彼
賞
､
皆
輿
盗
同
法
'
大
昔
夫
'
丞
智

而
弗
罪
'
以
卒
罪
人
律
論
之
､
有
輿
主
癒
着
共
賞
不
備
､
至
計
而
上
膚
等
内
史
､
入
禾
､
尊
属
倉
､
必
令
長
吏
相
雑
以
見
之
､
審
嚢
如
禾

秦
律
致
律
1-4

-
1-6

積
膚
､
有
面
不
備
､
而
匿
弗
謁
､
及
者
移
嘉
以
賞
不
備
'
華
官
物
富
色
覚
而
償
出
之
以
彼
賞
､
皆
輿
盗
同
法
､
大
舌
夫
､
丞
智
而
弗
罪
､

以
卒
罪
人
律
論
之
､
有
輿
主
唐
者
共
賞
不
備
､
入
禾
及
蓉
届
倉
'
必
令
長
吏
相
耗
以
見
之
'
舞
嚢
如
禾

秦
律
致
律

34
-
37
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律
日
興
盗
同
法
､
有
日
興
同
罪
､
此
二
物
其
同
居
､
典
､
伍
嘗
坐
之
'
云
輿
同
罪
､
云
反
其
罪
者
'
弗
嘗
坐
､
●
人
奴
妾
盗
其
壬
之
父
母
､

馬
盗
主
､
且
不
馬
､
同
居
者
篤
盗
主
､
不
同
居
不
薦
盗
主

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

府
中
公
金
鏡
私
選
用
之
'
輿
盗
同
法
'
●
可
謂
府
中
'
●
唯
願
少
内
鵠
府
中
､
其
官
不
薦

【奏
誠
書
】

律
､
謀
滅
入
､
殺
人
､
輿
賊
同
法
'
●
以
此
嘗
信

之
､
皆
目
､
律
死
置
後
之
次
､
妻
次
父
母
､
妻
死
蹄
寧
'
輿
父
母
同
法
､
以
律
置
後
之
次
人
事
計
之
､
夫
異
等
干
妻

【文
戯
】詔
日
'
膜
聞
五
帝
不
相
復
躍
､
三
代
不
同
法
'
所
覇
殊
路
而
建
徳

l
也

今
白
鶴
館
以
四
月
乙
未
､
時
加
於
卯
'
日
宿
元
災
'
輿
前
地
震
同
法

.J

答

間

20-
21
詔

答
問
32

『漢
書
』
武
帝
紀

『漢
書
』
巽
奉
侍

臣
聞
､
輿
覆
車
同
軌
者
､
未
嘗
安
也
､
輿
死
人
同
病
者
､
末
嘗
生
也
､
興
亡
園
同
法
者
､
未
嘗
存
也

『青
書
』
段
灼
侍

さ
て
､
二
年
律
令
に
も
ど
る
｡
貝
律
1-7
㌧
1-8
筒
は
､
件
の
表
現
を
も
つ
候
文
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
で
あ
る
｡

告
､
告
之
不
審
､
鞠
之
不
直
､
放
縦
弗
刑
'
若
論
而
失
之
､
及
守
蒋
奴
蝉
而
亡
之
､
纂
逐
縦
之
'
及
諸
律
令
中
日
同
法
､
同
罪
､
其
所
輿
同
嘗

刑
復
城
旦
呑
､
及
日
寿
之
'
若
鬼
薪
白
菜
嘗
刑
馬
城
旦
春
'
及
刑
昇
主
之
罪
也
'
皆
如
耐
罪
然
'
其
縦
之
而
令
亡
城
旦

1-7
㌧
ー

(具
律
)



二年律令に見える法律用語 - その (1)

こ
こ
で
は
､
律
令
の
候
文
に
み
え
る

｢同
法
｣
｢同
罪
｣
と
い
う
用
語
が
示
す
科
刑
の
こ
と
を
言
っ
た
も
の
だ
が
､
同
法
､
同
罪
両
者
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
､
そ
の
違
い
は
那
連
に
あ
る
の
か
｡
表
現
を
異
に
す
る
以
上
､
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
味
に
相
異
が
あ
る
の

は
確
賓
で
あ
ろ
う
｡
私
は
､
そ
こ
に
秦
漢
時
代
の
基
本
的
な
法
理
念
と
法
適
用
の
原
理
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
み
る
｡

｢法
｣
と
い
う
語
は
､
出
土
文
字
資
料
､
お
よ
び
文
献
史
料
､
そ
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
'
狭
義
の

｢法
律
｣
｢法
則
｣
｢法
令
｣
｢成
文
法
規
｣

を
意
味
す
る
の
で
は
な
-
､
則
る
べ
き
準
則
､
さ
ら
に
は
原
理

･
道
理
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
る
場
合
が

一
般
だ
と
み
て
よ
い
｡

｢法
｣
は
本
来

｢漆
｣
と
記
さ
れ
､
『説
文
解
字
』
十
編
上
に
は
､
水
の
ご
と
-
水
平
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
説
さ
れ
て
い
る
｡

漆
'
刑
な
り
｡
之
を
卒
す
る
こ
と
､
水
の
如
し
｡
薦
と
は
'
不
直
な
る
者
に
煽
れ
て
､
之
を
去
る
｡

『爾
雅
』
樺
法
に
は
､
｢法
'
常
な
り
｣､
『鐙
記
』
曲
頑
に
'
｢法
､
典
則
な
り
｣'
『管
子
』
明
法
解

｢法
者
､
天
下
の
程
式
な
り
｡
寓
事
の
儀
式

な
り
｣
｢法
と
は
､
天
下
の
至
道
｣
と
､
そ
の
意
味
解
説
は
い
っ
そ
う
抽
象
的
な
方
向
に
傾
-
｡
こ
れ
は
､
則
る
べ
き
準
則
に
は
道
理
が
あ
り
､

原
理
を
内
包
し
､
そ
れ
故
に

｢常
｣
で
あ
り
､
｢至
道
｣
で
あ
り
､
｢天
下
の
程
式
｣
と
な
る
と
い
う
展
開
の
上
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
と
言
っ
て

よ
か
ろ
う
｡

右
に
あ
げ
た
文
献
史
料
に
つ
い
て
も
同
じ
で
､
『漢
書
』
武
帝
紀

｢五
帝
､
相
い
種
を
復
さ
ず
､
三
代
､
法
を
同
じ
く
せ
ず
｣
と
み
え
る

｢法
｣

は
､
法
令
､
法
律
と
い
っ
た
狭
義
の
限
定
さ
れ
た
意
味
で
は
な
-
､
｢穫
｣
(穫
制
度
･
穫
秩
序
)
に
封
す
る

｢法
｣
(法
制
度
･
法
秩
序
)
と
い
っ
た

意
味
で
あ
ろ
う
｡
ま
た

｢前
の
地
震
と
法
を
同
じ
-
す
｣
(『漢
書
』
巽
奉
侍
)
の
｢法
｣
も
､
明
ら
か
に
法
律
や
規
則
と
い
う
意
味
と
は
ほ
ど
遠
い
､

む
し
ろ

｢掻
理
｣
に
近
い
意
味
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

も
っ
と
も
､
法
が

｢刑
｣
｢律
｣
｢刑
罰
｣
と
い
っ
た
具
髄
的
な
形
式
を
も
つ
も
の
と
い
う
説
明
も
い
-
つ
か
認
め
ら
れ
､
｢惟
れ
'
五
虐
の
刑

を
作
し
て
､
法
と
い
う
｣
(『書
』
呂
刑
)､
｢法
と
は
律
な
り
｣
(『書
大
侍
』)､
｢法
と
は
刑
な
り
｣
(『国
語
』
魯
語
)
と
い
う
訓
も
あ
る
｡
そ
れ
は
'
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刑
や
律
が
則
る
べ
き
規
範
､
準
則
の
典
型
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
'
｢程
式
｣
の
表
象
に
重
心
を
お
い
た
解
粋
､
語
義
を
解
く
の
に
そ

の
語
が
含
む
具
髄
'
部
分
を
あ
げ
る
と
い
う
訓
話
の
一
形
式
に
過
ぎ
な
い
｡
｢刑
｣
｢律
｣
が

｢法
と
は
象
な
り
｣
(『老
子
』
二
十
五
章
)
と
い
う
解

樺
も
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
｡

程
式
､
原
理
と
い
っ
た
抽
象
化
し
た

｢法
｣
の
用
語
法
は
､
後
の
時
代
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
-
の
で
あ
っ
て
'
人
口
に
胎
灸
し
て
い
る

｢九

品
宮
人
法
｣､
｢均
田
法
｣
｢両
税
法
｣
の

｢法
｣
も
九
品
宮
人
の
法
律
､
法
規
､
つ
ま
り
法
律
の
候
文
名
稀
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
｡
九
品
宮

人
に
関
す
る
薫
際
の
法
規
定
は
曹
令
で
は
､
｢選
吏
令
｣
に
､
均
田
法
は
､
唐
令
に
あ
っ
て
は

｢
田
令
｣
に
法
候
文
が
あ
る
こ
と
改
め
て
言
う
ま

で
も
な
か
ろ
う
｡
九
品
宮
人
の

｢法
｣
と
は
､
九
品
宮
人
の
便
法
制
度
と
い
う
概
念
を
表
す
の
で
あ
る
｡

226

｢法
｣
と
い
う
語
を
､
法
令

･
規
律

･
候
文
と
い
っ
た
狭
義
の
意
味
に
止
め
ず
'
法
理
･
原
理
と
い
う
抽
象
的
な
虞
義
の
方
向
に
位
置
づ
け
て

解
梓
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
'
二
年
律
令
の

｢輿

○
同
法
｣
の

｢法
｣
で
も
同
じ
い
｡
い
ま
次
の
二
例
を
奉
げ
て
詳
し
-
論
じ
て
み
よ
う
｡

(-
)
謀
減
殺
､
傷
人
､
輿
賊
同
法

(-
)
賊
殺
傷
人
畜
産
'
輿
盗
同
法

26

(威
律
)

49

(威
律
)

｢計
量
性
を
も
っ
て
殺
人
行
馬
に
お
よ
び
､
他
人
を
傷
つ
け
た
場
合
に
は
､
賊
と
法
を
同
じ
-
す
｣
(26
簡
).
い
う
と
こ
ろ
の

｢賊
｣
と
は
､

｢威
律
｣
と
い
う
具
髄
的
な
律
名
を
指
す
の
で
は
な
い
｡
そ
れ
は
､
奏
識
書
の

｢輿
父
母
同
法
｣
と
い
っ
た
同
様
の
表
現
に
お
い
て
､
｢父
母
｣

と
は
､
｢父
母
律
｣
も
し
-
は

｢父
母
に
関
す
る
法
規
程
｣
な
ど
で
な
い
こ
と
が
如
葦
に
物
語
ろ
う
｡
こ
こ
は
､
｢
｢賊
｣
と
い
う
範
噂
で
括
ら
れ

る
法
理
で
虞
噺
す
る
｣
と
い
う
意
味
に
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
｡



二年律令に見える法律用語 - その (1)

と
こ
ろ
で
､
｢謀
減
殺
｣
を
規
定
し
た

(-
)
の
候
文
で
何
故
に

｢輿
賊
同
法
｣
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
｡
｢賊
殺
｣
と
い
う
か
ぎ
り
､

あ
ら
た
め
て

｢賊
と
同
法
｣
な
ど
と
い
わ
ず
と
も
よ
い
と
の
考
え
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
｡
｢輿
賊
同
法
｣
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
そ
の
意
園
を
'

私
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
｡

｢賊
｣
と
は
'
別
項
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
､
｢悪
意
を
も
っ
て
行

っ
た
加
害
｣
で
あ
る
｡
(-
)
の
行
為
に
お
い
て
は
､
悪
意
の
向
-
と
こ
ろ

は
直
接
に
は
殺
人
行
為
で
あ
り
'
そ
れ
が
完
遂
さ
れ
ず
に
結
果
と
し
て
は
傷
害
で
終
わ
っ
た
｡
加
害
者
は
悪
意
を
も
っ
て
人
を
殺
害
し
よ
う
と

は

し

た
が

'
悪
意
を
も
っ
て
傷

つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
｡
｢傷
人
｣
は
い
わ
ば
加
害
者
の
悪
意
が
直
接
に
向
い
た
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ

た
｡
た
だ
､
漢
律
で
は
こ
の
よ
う
な

｢傷
人
｣
に
お
い
て
も
､
｢賊
｣
の
範
噂
に
お
い
て
論
断
す
る
､
結
果
と
し
て
生
じ
た
傷
害
も
悪
意
を
持

っ

た
加
害
行
馬
の
法
理
を
適
用
す
る
､
こ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
の
が

(-
)
の
候
文
と
考
え
た
い
｡
従

っ
て
私
は
､

(-
)
に
つ
い
て
の
別
解

｢人
を
賊
殺
し
た
り
傷
害
を
輿
え
た
り
す
る
こ
と
を
謀

っ
た
場
合
に
は
'
賊
と
法
を
同
じ
-
す
る
｣
と
い
う
解
樺
は
と
ら
な
い
｡

(-
)
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

｢輿
賊
同
法
｣
と
な
る
の
だ
が
､
そ
の
逆
'
つ
ま
り

｢賊
｣
以
外
の
法
理
に
属
す
る
の
が

(-
)
で
あ
る
｡

(-
)
は
､
他
人
所
有
の
畜
産
を
殺
し
た
り
危
害
を
加
え
た
り
し
た
場
合
､
そ
れ
は
他
人
の
所
有
物
を
そ
の
あ
る
べ
き
状
態
か
ら
別
の
状
態
に

整
え
た
こ
と
と
解
樺
さ
れ
る
｡
つ
ま
り
所
有
者
の
許
可
な
-
奪
っ
た
-

｢盗
｣
と
い
う
法
理
で
も
っ
て
虞
噺
す
る
､
人
間
の
場
合
に
は

｢賊
｣
の

範
晴
に
は
い
る
が
､
家
畜
の
場
合
に
は
､
｢盗
｣
の
範
噂
に
入
る
の
で
あ
る
｡

な
お
､
(-
)
(-
)
を
誼
べ
て
考
え
て
み
た
場
合
に
'

(-
)
謀
威
殺
傷
人

(-
)

賊
殺
傷
人
畜
産

と
の
封
置
か
ら
す
れ
ば
'
ま
た

(-
)
を

｢人
の
畜
産
を
賊
殺
傷
｣
と
謹
む
以
上
は
､
や
は
り

(-
)
の
場
合
も

｢人
を
賊
殺
傷
す
る
｣
と
の
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讃
み
が
排
拭
し
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
｡

先
に

(-
)
の
候
文
が
何
故
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
､
そ
の
法
存
在
の
意
味
を
述
べ
た
な
か
で
'
｢減
殺
を
謀
り
て
､
人
を
傷

つ
け
る
｣
と

讃
ま
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
を
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
､
十
分
だ
と
は
思
う
が
､
一
つ
付
加
的
説
明
を
加
え
て
念
を
押
す
こ
と
に
し
よ
う
｡

二
年
律
令
22
蘭
に
次
の
よ
う
な

(-
)
と
類
似
の
規
定
が
あ
る
｡

228

謀
賊
殺
傷
人
未
殺
森
岳
城
旦
呑

こ
の
候
文
は
､
殺
人
を
計
毒

して
､
傷

つ
け
た
だ
け
で
殺
害
に
至

っ
て
は
い
な
い
場
合
を
い
う
も
の
で
あ
り
'
殺
人
と
傷
害
の
二
つ
の
行
為
を

計
量
す
る
と
い
う

(人
を
減
殺
傷
す
る
を
謀
る
)
と
い
う
こ
と
は
理
解
に
苦
し
む
｡
企
課
し
た
事
柄
､
達
成
を
意
囲
し
た
目
的
は

一
つ
で
あ
る
と
見

る
方
が
よ
ほ
ど
理
に
か
な
っ
て
い
る
｡
｢謀
賊
殺
傷
人
｣
と

｢賊
殺
傷
｣
は
､
｢謀
｣
の
一
字
が
付
-
こ
と
で
解
樺
を
異
に
す
る
と
せ
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
｡

以
上
の
考
察
か
ら
､
｢輿
盗
同
法
｣
｢輿
賊
同
法
｣
と
は
'
｢盗
'
賊
の
範
噂
に
あ
る
も
の
と
法
理
を
同
じ
-
す
る
｣
と
い
う
意
味
と
な
る
｡
し

た
が
っ
て

｢同
法
｣
は
､
そ
の
行
為
と
そ
れ
が
惹
起
し
た
結
果
が
ど
う
い
う
法
理
で
も
っ
て
裁
か
れ
る
の
か
'

つ
ま
り
行
爵
事
賓
の
認
識
を
意

味
す
る
の
で
あ
り
､
行
烏
に
封
臆
す
る
虞
罰
の
量
定
を
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
｡

Ⅱ

輿

○
同
罪
､
輿
同
罪

｢輿

○
同
法
｣
と
類
似
の
表
現
を
も
つ
､
論
断
に
際
し
て
の
常
套
句
に

｢輿

○
同
罪
｣
が
あ
る
｡
二
年
律
令
で
は
次
の
候
文
に
見
ら
れ
る
｡



二年律令に見える法律用語 - その (1)

弗
告
更
､
皆
輿
劫
人
者
同
罪
､
劫
入
着
去
､
未
盈

一
日
'
能
自
頗
捕
､
若
偏
告
吏
､
皆
除

73

(盗
律
)

ヽ
ヽ

告
､
告
之
不
審
､
鞠
之
不
直
､
放
縦
弗
刑
､
若
論
而
失
之
､
及
守
将
奴
蝉
而
亡
之
､
纂
途
縦
之
､
及
諸
律
令
中
日
同
法
､
同
罪
､
其
所

1-7

(貝
律
)

口
､
御
史
論
諸
出
入
津
閲
者
､
詣
入
侍
□
□
吏
里
□
長
物
色
□
畷
見
外
者
及
馬
職
物
開
合
人
占
者
､
津
閲
謹
閲
､
出
入
之
､
願
官
馬
勿
職

物
者
､
輿
出
同
罪
､
●
制
日
可
｡

4-
'
朋

(津
開
合
)

二
年
律
令
の
み
な
ら
ず
､
睡
虎
地
秦
蘭
に
も

｢同
罪
｣
と
あ
り
､
ま
た
後
に
詳
し
-
述
べ
る
よ
う
に

｢輿
同
罪
｣
と
い
う
語
が
律
候
文
の
法
律

用
語
と
し
て
使
わ
れ
'
同
罪
と
虞
断
さ
れ
た
と
き
の
具
鱒
的
適
用
に
関
す
る
解
説

(法
律
答
問
)
も
見
え
る
｡

夫
盗
lll百
錬
'
告
妻
'
妻
輿
共
飲
食
之
､
可
以
論
妻
'
非
前
謀
殴
､
嘗
為
政
､
其
前
謀
'
同
罪
'
夫
盗
二
百
鏡
､
妻
所
匿
百

一
十
､
可
以

論
妻
､
妻
智
夫
盗
､
以
百

一
十
薦
盗
'
弗
智
､
馬
守
城
｡
別
盗
､
戚
直
百

一
十
㌧
其
妻
､
子
智
'
輿
食
肉
､
嘗
同
罪

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

別
盗
､
戚
直
百
五
十
､
告
甲
､
甲
輿
其
妻
､
子
智
､
共
食
肉
､
甲
妻
'
子
輿
甲
同
罪

答

問

15

-

17

答

問

18

｢輿

○
同
罪
｣
も
し
く
は

｢同
罪
｣
と
は
'
具
健
的
に
は
ど
の
様
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
｡
解
明
に
あ
た
っ
て
は
､
ま
ず
言
う

と
こ
ろ
の

｢罪
｣
の
語
義
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
｡

窺
盗
罪
､
殺
人
罪
な
ど
と
い
っ
て
､
我
々
が
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る

｢罪
｣
と
い
う
語
は
'
違
法
な
行
為
､
虞
罰
の
封
象
と
な
る
行
為
､
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を
意
味
す
る
｡
秦
律

･
漢
律
の
候
文
に
見
え
る

｢罪
｣
も
､
こ
の
よ
う
な
犯
罪

crim
e
と
い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
確
か
に
認
め

ら
れ
る
｡

230

罪
人
獄
己
決
､
自
以
罪
不
首
欲
ArZ鞄
者
､
許
之
､
nr'鞠
不
審
'
駕
罪

l
等
'
其
欲
復
雪
鞠
､
嘗
刑
者
､
刑
乃
聴
之
'
死
罪
不
得
白
雪
114

(臭
律
)

描
盗
賊
罪
人
､
及
以
告
劾
逮
捕
人
､
所
捕
格
闘
而
殺
傷
之
､
及
窮
之
而
自
殺
也
､
殺
傷
者
除
､
其
嘗
購
賢
者
､
牛
購
賞
之
､
殺
傷1-2

(捕
律
)

公
士
､
公
士
妻
及
ロ
ロ
行
年
七
十
以
上
､
若
年
不
盈
十
七
歳
､
有
罪
嘗
刑
者
'
皆
完
之

有
罪
嘗
収
､
獄
未
決
而
以
賞
除
罪
者
､
収
之

83

(具
律
)

1-8
(収律
)

右
の
候
文
に
見
え
る

｢罪
人
｣
｢有
罪
嘗
刑
｣
｢有
罪
嘗
収
｣
の

｢罪
｣
は
､
｢罪
が
あ
っ
て
刑

(こ
の
場
合
に
は
肉
刑
)
に
嘗
た
る
｣､
｢罪
が
あ
っ

て
身
柄
の
没
収
に
嘗
た
る
｣､
そ
し
て

｢罪
の
あ
る
人
｣
と
い
っ
た
意
味
で
解
樺
さ
れ
､
今
日
我
々
が
日
常
で
使
っ
て
い
る

｢有
罪
｣
｢罪
人
｣

に
近
い
語
義
を
そ
れ
ら
は
有
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
｡

し
か
し
次
の
候
文
に
見
ら
れ
る

｢罪
耐
以
上
｣
｢膜
罪
以
下
｣
｢罪
隷
臣
以
上
｣
さ
ら
に
は

｢死
罪
｣
と
い
う
語
は

｢耐
刑
に
あ
た
る
罪
｣
｢隷

臣
に
嘗
た
る
罪
｣
と
い
う
意
味
を
超
え
て
､
耐
刑
､
死
刑
'
隷
臣
妾
刑
と
い
っ
た
刑
罰
そ
の
も
の
を
指
し
た
語
で
あ
る
と
見
る
方
が
よ
い
｡



二年律令に見える法律用語 - その (1)

馬
城
旦
番
｡
城
旦
蕃
有
罪
耐
以
上
､
寿
之
､
其
有
購
罪
以
下
'
及
老
中
不
嘗
刑
､
刑
轟
者
､
皆
苔
百
㌧
城
旦
刑
轟
而
盗
賊
百

l
十
鏡
以
上
､

若
賊
傷
人
及
殺
人
'
而
先

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

Eg
鬼
薪
自
発
及
府
罪
耐
篤
隷
臣
妾
'
耐
薦
隷
臣
妾
罪

女
子
己
坐
亡
購
耐
'
後
復
亡
嘗
購
耐
者
､
耐
以
馬
隷
妾
'
司
完
､
隈
官
坐
亡
罪
隷
臣
以
上
'
輪
作
所
官

吏
王
者
弗
得
'
罰
金
各
二
両
､
講
師
給
人
以
有
取
､
及
有
坂
責
貿
買
而
誰
給
人
､
皆
坐
戚
輿
盗
同
法
､
罪
耐
以
下

誕
告
人
以
死
罪
､
寿
烏
城
旦
呑
､
官
各
反
共
罪

91

(具
律
)

1-8

(告
律
)

1-8

(亡
律
)

2-1

(市
律
)

1-6
(告律
)

ま
た
､
最
後
の

1-6筒
は
譲
告
反
坐
の
規
定
で
あ
る
｡

-

人
を
死
罪
と
し
て
謹
告
す
れ
ば
'
寿
城
旦
呑
､
他
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
罪
を
反
す
｡

つ
ま
り
'
譲
告
を
犯
せ
ば
､
陥
れ
よ
う
と
し
た
刑
罰
が
そ
の
ま
ま
譲
告
者
に
は
ね
返
り
適
用
さ
れ
る
｡
た
だ
し
､
死
刑
だ
と
い
っ
て
謹
告
し
た

場
合
に
限
っ
て
は
､

一
等
下
の
寿
城
旦
呑
と
な
る

｡
1-6蘭
の
意
味
は
､
こ
う
い
っ
た
内
容
で
あ
り
'
｢他
は
各
の
其
の
罪
を
反
す
｣
と
い
う

｢其

の
罪
｣
と
は
'
死
罪
1

寿
城
旦
､
｢
そ
の
他
の
罪
｣1

｢
そ
の
ま
ま
の
罪
｣
と
い
う
事
か
ら
し
て
､
明
ら
か
に
crim
e
で
は
な
-
､
p
u
n
ish
･

m
en
tと
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

さ
ら
に

｢駕

(加
)
罪

一
等
｣
｢滅
罪

一
等
｣
と
い
う
表
現
が
あ
る
｡

罪
人
獄
己
決
､
自
以
罪
不
嘗
欲
Ar.鞠
者
､
許
之
､
雪
鞠
不
審
､
駕
罪

一
等
､
其
欲
復
雪
鞄
､
嘗
刑
者
､
刑
乃
聴
之
､
死
罪
不
得
自
Ar.

朗ク】

114

(具
律
)



東 方 学 報

232

告
不
審
及
有
罪
先
日
告
､
各
減
其
罪

一
等
､
死
罪
森
岳
城
旦
春
､
城
旦
春
罪
完
烏
城
旦
春
'
完
烏
城
旦
呑
罪
Eg

1-7

(告
律
)

1-7
で
は
､
死
罪
-
寿
城
旦
､
(刺
)
城
旦
春
-
完
城
旦
春
､
と

一
ラ
ン
ク
下
の
刑
罰
に
減
刑
す
る
こ
と
を

｢減

l
等
｣
と
言

っ
て
い
る
｡
以
上
の

用
例
か
ら

｢罪
｣
が

pun
is
h
m

e
ロ
ー

刑
罰
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
明
白
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

秦
漢
の
律
に
見
え
る

｢罪
｣
の
語
義
は
､
crim
e
の
意
味
を
そ
の
中
に
含
み
つ
つ
t

crim
e
に
封
し
て
科
せ
ら
れ
る
罰

puロ
isF
m
eローそ
の

も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
何
故
に

｢罪
｣
の
語
義
が
､
か
か
る
性
格
を
有
す
る
の
か
｡
考
え
ら
れ
る
第

一
の
理
由
は
､
秦
漢
時

代
の
犯
罪
と
刑
罰
確
定
の
手
績
さ
に
起
因
す
る
と
い
え
る
｡

｢命
｣
と
い
う
語
が
あ
る
｡
た
と
え
ば
1-4
筒
に

｢以
其
罪
命
之
｣
と
い
い
'
1-3
筒
に

｢有
罪
嘗
命
不
命
｣
と
み
え
る
そ
の

｢命
｣
で
あ
る
｡
こ

れ
は
､
｢評
注
稿
｣
に
も

｢命
と
は
名
｣
と
解
説
す
る
よ
う
に
'
罪
に
名
を
付
け
る
こ
と
で
あ
り
､
罪
名
の
確
定
に
他
な
ら
な
い
｡
し
か
し
､
付

け
ら
れ
る
罪
名
は
殺
人
罪
､
窺
盗
罪
と
い
っ
た
犯
罪
行
為
の
名
稀
を
与
え
る
こ
と
で
は
な
い
｡
名
稀
は
そ
の
犯
罪
行
馬
に
封
廃
し
て
科
せ
ら
れ

る
刑
罰
の
名
で
あ
り
'
耐
罪
､
隷
臣
妾
罪

(罪
隷
臣
)
と
い
っ
た
刑
罰
名
な
の
で
あ
る
｡
そ
こ
に
は
'
耐
刑
に
相
嘗
す
る
罪
､
と
い
っ
た
意
味
が

命
名
の
原
初
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
､
や
が
て
耐
刑
そ
の
も
の
に
語
義
が
限
り
な
-
近
づ
い
て
い
き
､
刑
罰
白
魔
を
さ
し
て

｢罪
｣
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
｡
か
か
る
合
髄
を
容
易
に
さ
せ
た
の
は
､
秦
漢
時
代
､
そ
し
て
そ
れ
以
降
の
中
国
社
合
の
罪
と
罰
の
概
念
に
他
な
ら
な
い
｡

刑
罰
と
は
'
犯
罪
が
成
立
し
た
と
き
､
そ
れ
に
封
し
て
科
せ
ら
れ
る
措
置
で
あ
る
｡
つ
ま
り
'
犯
罪
と
刑
罰
は
本
来
､
原
因
と
結
果
の
関
係

に
置
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が
､
犯
罪
抑
止
を
主
た
る
存
在
意
義
に
置
く
中
園
法
に
あ
っ
て
は
'
刑
罰
の
目
的
は
犯
罪
防
止
の
た
め
の
手
段
で
あ

る
｡
畢
亮
そ
こ
か
ら
､
犯
罪
と
刑
罰
の
関
係
に
お
い
て
､
政
策
遂
行
の
う
え
で
t
よ
り
比
重
が
か
か
る
の
は
､
犯
罪
で
は
な
-
し
て
刑
罰
と
な

る
こ
と
は
必
然
で
あ
ろ
う
｡
A
と
い
う
犯
罪
行
馬
に
は
､

a
と
い
う
刑
罰
が
適
用
さ
れ
る
､

a
は
A
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
'
A
の
た
め
の

a
と
い
っ
た
展
開
か
ら
'
罪
と
罰
と
の
閲
に
は
明
確
な
意
味
の
匝
別
が
な
-
な
り
､
罪
と
い
え
ば
罰
と
い
う
含
意
の
語
と
し
て
使
わ
れ
'
定
着
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し
て
い
く
｡
罪
は

crim
e
の
意
を
根
底
に
す
え
な
が
ら
､
p
u
n
ish
m
en
t
の
語
義
を
外
延
に
ま
と
う
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
｡

な
お
､
｢罰
｣
と
い
う
語
も

｢罰
金
｣
を
は
じ
め
と
し
て
､
漢
律
'
秦
律
に
登
場
す
る
｡
し
か
し
'
死
刑
､
努
役
刑
を

｢罰
｣
と
い
う
こ
と
は

な
く
､
次
に
挙
げ
た
い
ず
れ
の

｢罰
｣
を
と
っ
て
み
て
も
､
主
と
し
て
は
役
人
の
職
務
途
行
に
封
す
る
詰
責
､
懲
戒
､
行
政
虞
分
と
い
っ
た
意

味
で
使
わ
れ
て
お
り
､
犯
罪
に
封
す
る
科
刑
と
は
異
な
る
｡
｢罰
は
華
の
小
な
る
も
の
｣
(『論
文
解
字
』
四
編
下
)
と
あ
る
こ
と
も
､
離
齢
を
き
た

さ
な
い
｡

粟
米
官
物
､
出
其
牛
､
以
牛
負
船
人
､
抽
艦
負
二
､
徒
負

一
㌧
其
可
紐
穀
而
亡
之
'
轟
負
之
､
抽
艦
亦
負
二
､
徒
負

一
､
罰
船
者-
(賊
律
)

闘
殿
愛
人
､
耐
薦
隷
臣
妾
､
茂
子
而
敢
興
人
争
闘
､
人
錐
駁
撃
之
'
罰
馬
人
愛
着
金
四
両

31

(減
律
)

留
畏
粟
弗
敢
就
'
奪
其
婿
爵

一
絡
､
免
之
､
母
爵
者
成
遠
二
歳
､
而
罰
其
所
婿
吏
徒
以
卒
成
蓮
各

一
歳
'
興
吏
徒
追
盗
賊
､
己
受
令
両
道
'

以
畏
要
論
之

1-3

(捕
律
)

吏
部
王
者
､
除
令
､
丞
'
尉
罰
､

1
歳
中
盗
賊
聾
而
令
､
丞
､
尉
所
不
覚
智
三
番
以
上
'
皆
薦
不
勝
任
､
免
之

ー

(捕
律
)

入
頃
翁
嚢
'
頃
入
窮
三
石
､
上
郡
地
悪
､
頃
入
二
石
､
嚢
皆
二
石
､
令
各
人
其
歳
所
有
､
母
入
陳
､
不
従
令
者
罰
真
金
四
両
､
収2-0

(田
律
)

馬
､
牛
､
羊
､
蒋
歳
､
歳
食
入
稼
穂
､
罰
王
金
馬
'
牛
各

一
両
､
四
癖
歳
若
十
羊
'
且菅
田
l
牛
､
而
令
摘
稼
償
主
､
願
官
馬
牛
､
羊
､
罰

233
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吏
徒
王
者
､
貧
弗
能
賞
者
､
令
居
蘇
官
､
□
□
城
旦
奉
､
鬼
薪
自
棄
也
､
苔
百
､
願
官
皆
薦
賞
壬
へ
禁
母
牧
最

2-3
､
2-4

(田
律
)

有
罰
'
腰
､
責
'
嘗
入
金
､
欲
以
卒
貫
入
鏡
､
及
嘗
受
購
､
償
而
母
金
､
及
苫
出
金
､
鏡
嚇
官
而
欲
以
除
其
罰
'
磨
､
責
､
及
鳥
人
除
者
､

皆
許
之
､
各
以
其
二
千
石

4-7
(金布
律
)

以
四
月
､
七
月
'
十
月
､
正
月
膚
田
牛
'
卒
歳
､
以
正
月
大
課
之
､
最
'
賜
田
沓
夫
壷
酒
束
肺
'
馬
灸
白
者
除

一
更
､
賜
牛
長
日
三
旬
'

殿
者
､
辞
田
昔
夫
､
罰
冗
自
著
二
月
､
其
以
牛
田
､
牛
減
繋
､
苔
王
者
寸
十
､
又
里
課
之
､
最
者
'
賜
田
典
日
旬
殿
'
苔
州
､

廟
苑
律

秦
律
13

-
14

一
万
㌧
秦
律
お
よ
び
二
年
律
令
に
み
え
る

｢刑
｣
と
い
う
語
は
､
二
年
律
令
82
､
90
-
92
の

｢不
嘗
刑
､
刑
轟
｣'
｢刑
城
旦
｣
(1-2
)
の
語
が
端

的
に
示
す
よ
う
に
､
｢肉
刑
｣
の
意
味
で
あ
り
'
刑
罰
と
い
う
贋
義
の
使
用
は
確
認
で
き
な
い
｡

以
上
､
罪
､
罰
'
刑
の
語
義
を
長
々
と
釈
じ
て
き
た
が
､
つ
ま
る
と
こ
ろ

｢同
罪
｣
と
は
､
罪
名
を
同
じ
く
す
る
の
で
は
な
く
､
犯
し
た
罪

に
封
し
て
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
が
同
じ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
'
盗
律
73
筒
の
｢輿
劫
入
着
同
罪
｣
と
は
､
｢人
を
誘
拐
し
た
場
合
と
同
じ
刑
罰
が
科

せ
ら
れ
る
｣
と
い
っ
た
意
味
に
他
な
ら
な
い
｡

｢某
と
罪
を
同
じ
-
す
(輿
某
同
罪
)｣
の
某
に
は
､
普
通
は
犯
罪
行
為
も
し
-
は
犯
罪
者
が
記
さ
れ
る
の
だ
が
､
そ
れ
が
省
略
さ
れ
た
の
が
｢輿

同
罪
｣
と
い
う
表
現
で
あ
り
､
秦
律
､
二
年
律
令
さ
ら
に
は
文
献
史
料
に
も
頻
出
す
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ

盗
五
人
以
上
相
輿
攻
盗
､
璃
群
盗
､
-
･･･智
人
馬
群
盗
而
通
飲
食
醜
鏡
之
'
輿
同
罪
､
弗
智
'
鞍
馬
城
旦
春
､
其
能
自
捕
若
斬
之
､
除
其

罪
､
有
覚
知
捕
斬

62
､
63

(盗
律
)
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智
人
略
勇
人
而
輿
票
､
輿
同
罪
､
不
嘗
責
而
私
爵
人
責
､
責
者
皆
森
烏
城
旦
春
､
買
者
智
其
請
､
輿
同
罪

智
人
盗
鋳
鏡
､
島
貫
銅
､
炭
､
及
篤
行
其
新
鏡
､
若
鶏
通
之
'
輿
同
罪

諸
謀
盗
鋳
鏡
､
頗
有
其
器
具
未
鋳
者
､
皆
鯨
以
烏
城
旦
呑
､
智
薦
及
員
錆
鏡
具
者
､
輿
同
罪

67

(盗
律
)

2-3

(鏡
律
)

2-8

(鏡
律
)

律
日
興
盗
同
法
､
有
日
興
同
罪
､
此
二
物
其
同
居
､
典
､
伍
富
坐
之
､
云
輿
同
罪
､
云
反
共
罪
者
､
弗
富
坐
'
●
人
奴
妾
盗
其
主
之
父
母
､

馬
盗
主
､
且
不
馬
､
同
居
者
馬
盗
主
､
不
同
居
不
烏
盗
主

答

問
20
-
2

非
博
士
官
所
職
､
天
下
敢
有
戒
詩
書
百
家
語
者
､
悉
詣
守
尉
雑
焼
之
､
有
敢
偶
語
詩
害
者
棄
市
､
以
古
非
今
者
族
､
吏
見
知
不
聾
者
輿
同

罪
､
令
下
三
十
日
不
焼
､
森
岳
城
旦

『史
記
』
始
皇
本
紀

ヽ
ヽ
ヽ

三
年
春
正
月
､
詔
日
､
農
､
天
下
之
本
也
､
･･････吏
寄
民
若
取
庸
采
葺
金
珠
玉
者
､
坐
城
島
盗
､
二
千
石
聴
者
'
輿
同
罪
『漢
書
』
景
帝
紀

私
鋳
作
泉
布
者
､
輿
妻
子
没
入
馬
官
奴
婦
､
吏
及
比
伍
､
知
而
不
畢
告
､
輿
同
罪

『漢
書
』
食
貨
志

い
ま
､
62
､
63
筒
を
取
り
あ
げ
て
考
え
て
み
よ
う
｡

盗
五
人
以
上
相
輿
攻
盗
､
鶏
群
盗
､
･･･-
智
人
馬
群
盗
而
通
飲
食
税
鏡
之
'
輿
同
罪
'
弗
智
'
森
岳
城
旦
呑
'
其
能
白
描
若
斬
之
､
除
其

235

罪
､
有
賞
如
描
斬

62
､
63

(盗
律
)
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こ
こ
で
い
う

｢輿
同
罪
｣
と
は
､
｢輿

(群
盗
)
同
罪
｣､
つ
ま
り
'
｢人
が
群
盗
を
は
た
ら
い
た
こ
と
を
承
知
の
上
で
飲
食
を
通
じ
た
場
合
に
は
群

.c

盗
と
同
じ
虞
罰
を
受
け
る
｣
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
｡
ま
た
'
睡
虎
地
秦
簡
法
律
答
問
の
な
か
で

｢輿
同
罪
｣
が
あ
が

23

り
､
そ
の
場
合
の
刑
執
行
の
様
態
を
論
じ
て
い
る
こ
と
は
､
と
り
も
な
お
さ
ず
こ
の
語
が
す
で
に
刑
執
行
の
用
語
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と

を
如
薯
に
語
る
｡

輿
同
罪
は
､
唐
律
に
お
い
て
も
定
式
化
し
た
用
語
と
し
て
頻
出
す
る
｡
『唐
律
疏
議
』
名
例
律
53
は
､
輿
同
罪
の
科
刑
の
定
義
に
つ
い
て
述
べ

た
も
の
で
あ
る
｡

話
柄
反
坐
及
罪
之
'
坐
之
'
輿
同
罪
者
､
止
坐
其
罪
'
【疏
議
､
謂
従
反
坐
以
下
､
並
止
坐
其
罪
､
不
同
虞
犯
】

秦
律
に
は
､
輿
同
罪
に
は
連
坐
が
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
の
は
､
法
律
答
間
20
に
規
定
が
み
え
'
そ
れ
は
､
｢五
止
坐
其
罪
､
不
同
虞
犯
｣
と
い

う
庸
律
の
規
定
と
類
似
す
る
が
､
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
論
を
進
め
な
い
｡

Ⅲ

以
某
論
之
､
坐
某
馬
某

Ⅰ

｢輿
某
同
法
｣､
Ⅱ

｢興
業
同
罪
｣
の
他
に
'
類
似
の
表
現
と
し
て

｢以
某
論
之
｣
｢坐
A
馬
B
｣
と
い
う
論
断
､
罪
状
認
定
を
表
す
成
句

が
あ
る
｡
前
者

｢以
某
論
之
｣
は
次
の
よ
う
な
候
文
が
あ
が
る
｡
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諸
有
殴
於
願
道
官
､
事
己
､
殴
嘗
轟
､
弗
蹄
､
盈
二
十
日
､
以
私
自
殴
律
論
､
其
段
別
在
ti]所
'
有
物
故
田
道
蹄
役
者
'
自
言
在78

(盗
律
)

Eg
殺
傷
其
夫
､
不
得
以
夫
爵
論

84

(具
律
)

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

治
獄
者
､
各
以
其
告
劾
治
之
､
敢
放
訊
杜
雅
､
求
其
官
罪
､
及
人
母
告
劾
而
檀
覆
治
之
､
皆
以
鞄
獄
故
不
直
論

113

(具
律
)

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

以
私
属
薦
庶
人
､
刑
者
以
馬
隙
官
､
所
免
不
善
'
身
免
者
得
復
入
奴
蝉
之
'
其
亡
'
有
官
罪
､
以
奴
蝉
律
論
之

1-3

(亡
律
)

取
人
妻
及
亡
人
以
鵠
妻
'
及
馬
亡
人
妻
､
取
及
所
取
､
馬
謀
者
､
智
其
請
､
皆
寿
以
烏
城
旦
春
'
共
産
罪
垂
､
以
匿
罪
人
律
論
､
弗
智

1-8

(亡
律
)

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

取
亡
罪
人
馬
庸
'
不
智
其
亡
､
以
舎
亡
人
律
論
之
'
所
舎
取
未
去
､
若
己
去
後
､
智
其
請
而
捕
告
､
及
調
告
吏
捕
得
之
､
皆
除
其
罪
､
勿

購

1-2

(亡
律
)

婿
吏
馬
吏
卒
出
入
者
名
籍
､
伍
人
閲
兵
'
上
籍
副
麻
延
､
事
己
､
得
道
出
入
､
所
出
人
盈
五
日
不
反
'
伍
人
弗
言
婿
吏
'
婿
吏
弗
劾
､
皆

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

以
越
塞
令
論
之

4-5

(津
閲
令
)

こ
こ
に
は
'
挙
げ
て
は
い
な
い

｢罪
重
於
盗
者
､
以
重
者
論
之
-

刑
罰
が
窺
盗
よ
り
重
い
場
合
に
は
'
重
い
方
を
も
っ
て
論
断
す
る
｣
(盗
律

60
)
と
い
っ
た
表
現
も
あ
る
が
､
右
の
多
-
の
例
が
示
す
よ
う
に
､
｢以
某
論
之
｣
の

｢某
｣
に
は
､
｢私
自
侭
律
｣
(7
)､
｢奴
蝉
律
｣
(1-3
)～

｢以
匿
罪
人
律
｣
(1-8
)
｢舎
亡
人
律
｣
(1-2
)､
｢越
塞
令
｣
(4-5
)
と
い
っ
た
律
も
し
-
は
令
名
が
あ
が
る
｡
た
だ
律
名
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
､
｢盗

237
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律
｣
｢賊
律
｣
と
い
っ
た
律
の
篇
名
で
は
な
く
､
78
筒
の
｢私
自
傾
律
｣
を
例
に
と
れ
ば
､
77
闇
に
規
定
が
見
え
る

｢
-
-
私
自
償
貸
､
償
貸
人
､

罰
金
二
両
｣
と
い
う
盗
律
の
候
文
を
指
し
､
そ
の
候
文
の
規
定
で
も
っ
て
論
断
す
る
と
い
う
意
味
に
他
な
ら
な
い
｡
他
の
成
句
に
お
い
て
も
'

｢匿
罪
人
律
｣
(1-8
)
は
､
亡
律
1-7
候
に
見
え
る

｢匿
罪
人
､
死
罪
､
寿
城
旦
呑
､
他
各
輿
同
罪
｣
の
規
定
､
｢合
亡
人
律
｣
(1-2
)
と
は
､
亡
律

1-0億
の

｢請
合
亡
人
-
-
｣
の
法
規
定
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
｡

具
律
113
は
､
｢以
鞠
獄
故
不
直
論
｣
と
あ
り
､
｢某
律
｣
と
い
う
表
現
は
と
っ
て
は
い
な
い
が
'
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
､
具
律
93
で
規
定
す
る

｢鞠
獄
放
縦
不
直
-
-
死
罪
､
斬
左
止
烏
城
且
､
官
各
以
其
罪
論
之
｣
の
規
定
に
他
な
ら
ず
､
｢以
鞄
獄
故
不
直
律
論
｣
と
言
っ
て
も
同
じ
で
あ

る
｡
そ
の
方
向
か
ら
､
84

｢不
得
以
夫
爵
論
｣
は
､
｢夫
の
宙
に
従
っ
て
｣
と
い
う
意
味
で
は
な
-
t
よ
り
正
確
に
言
え
ば

｢置
後
律

3-2候
に
い

う

｢女
子
比
其
夫
宙
｣
の
規
定
に
従
っ
て
論
断
す
る
こ
と
は
､
で
き
な
い
｣
と
い
う
意
味
に
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
｡

｢以
某
律
論
之
｣
も
し
く
は

｢以
某
論
之
｣
と
は
､
某
と
い
う
規
定
､
候
文
に
準
接
し
て
論
断
す
る
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
｡
な
お
､
唐
律

が
も
つ
｢準
某
論
｣､
｢依
某
論
｣
と
い
っ
た
成
句
は
漢
律
､
す
-
な
-
と
も

｢
二
年
律
令
｣
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
｡

238

｢坐
A
烏
B
｣
と
い
う
罪
状
認
定
に
関
す
る
類
似
の
成
句
が
あ
る
が
､
こ
れ
は
､
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
い
さ
さ
か
異
な
る
｡

Eg
諸
誰
増
減
券
書
､
及
薦
書
故
師
弟
副
'
其
以
避
負
償
'
若
受
賞
賜
財
物
'
皆
坐
城
薦
盗
､
其
以
避
論
､
及
所
不
嘗

受
嫁
以
柾
法
'
及
行
牒
者
､
皆
坐
其
戚
薦
盗
'
罪
垂
於
盗
者
'
以
垂
者
論
之

非
群
盗
也
'
皆
勿
購
賞
､
捕
罪
人
弗
首
'
以
得
購
賞
而
移
濠
官
人
､
及
詐
償
､
皆
以
取
購
賞
者
坐
城
烏
盗

故
穀
鏑
行
鏡
以
馬
銅
'
官
物
者
､
坐
戚
薦
盗

14

(賊
律
)

60
(盗律
)

1-5

(捕
律
)

1-9

(鏡
律
)
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而
以
年
貢
茸
鏡
､
非
嘗
蓉
侍
所
也
'
貫
敢
聾
侍
食
蔦
､
馬
侍
過
員
､
及
私
使
人
而
敢
馬
食
借
着
､
皆
坐
食
戚
薦
盗

2-0

(侍
食
律
)

市
販
匿
不
日
占
租
､
坐
所
匿
租
城
馬
盗
､
没
入
其
所
販
責
及
貢
鏡
願
官
､
奪
之
列
､
列
長
､
伍
人
弗
告
､
罰
金
各

一
斤
､
春
夫

把
其
殴
以
亡
'
得
及
日
出
､
富
岳
盗
不
雷
､
日
出
､
以
亡
論
'
其
得
､
坐
戚
馬
盗
､
盗
罪
嘩
於
亡
､
以
亡
論

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

吏
有
故
嘗
止
食
､
弗
止
､
轟
乗
出
之
'
論
可
蟹
'
嘗
坐
所
哀
出
馬
盗

2-0

(市
律
)

答
問
1-1

答
問
1-4

｢坐
｣
と
い
う
字
は

｢土
｣
と
二
つ
の

｢人
｣
か
ら
構
成
さ
れ
､
土
主
の
前
で
二
人
の
人
間
が
互
い
に
是
非
を
学
う
こ
と
を
象
っ
て
お
り
'
『左

侍
』
倍
公
二
八
年

｢鋤
荘
子
'
馬
坐
｣
の
杜
頭
注
は

｢坐
し
て
曲
直
を
訟
う
｣
と
注
す
る
｡
｢坐
｣
は
そ
も
そ
も
法
律
用
語
と
し
て
成
立
し
た
も

の
な
の
で
あ
る
｡

｢坐
A
岳
B
｣
と
は
'
｢
A
と
い
う
行
為

･
事
賓
で
も
っ
て
訴
訟
が
行
わ
れ
'
そ
の
結
果
B
と
認
定
さ
れ
る
｣
と
い
う
意
味
で
あ
り
､
｢
A
の
答

で
t
B
の
罪
を
犯
し
た
と
見
な
す
｣
と
詳
す
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
右
例
に
散
見
す
る

｢坐
城
島
盗
｣
の

｢戚

(臓
)｣
と
は
､
『青
書
』
刑
法
志
所

引
の
張
斐
律
注
に
も
あ
る
ご
と
-
､
財
物
の
不
正
な
授
受
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
こ
と
､
も
し
-
は
得
ら
れ
た
利
益
を
意
味
す
る
｡

取
非
其
物
､
謂
之
盗
'
貨
財
之
利
'
謂
之
臓

『膏
書
』
刑
法
志

従
っ
て
'
｢坐
戚
薦
盗
｣
と
は
､
｢貨
財
を
不
正
に
収
得
し
た
と
い
う
答
で
窺
盗
と
見
な
す
｣､
｢坐
所
産
出
馬
盗
｣
と
は
､
｢過
剰
に
穀
物
を
支
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出
し
た
と
い
う
答
で
鮪
盗
と
み
な
す
｣
と
い
う
意
味
と
な
る
の
で
あ
る
｡

Ⅳ

盗

･
賊

･
闘

･
戯

･
故

･
過
失

･
失

張
斐
育
律
注
に
は
､
｢盗
｣
｢賊
｣
｢断
｣
｢戯
｣
｢故
｣
｢過
失
｣
｢故
｣
に
つ
き
､
そ
の
法
律
用
語
の
う
え
で
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
｢諸

法
稿
｣
に
も
張
斐
の
こ
の
説
明
を
随
所
で
引
用
す
る
｡

其
知
而
犯
之
'
謂
之
故
､
意
以
烏
然
'
謂
之
失
､
蓮
忠
欺
上
､
謂
之
護
'
背
信
戒
巧
､
謂
之
詐
､
鷹
碍
廟
節
'
謂
之
不
敬
'
南
訟
相
趣
､

謂
之
闘
､
繭
和
相
害
'
謂
之
戯
'
無
撃
斬
撃
'
謂
之
賊
､
不
意
誤
犯
､
謂
之
過
失
､
逆
断
絶
理
'
謂
之
不
道
'
陵
上
僧
貴
'
謂
之
悪
逆
'

婿
害
末
饗
､
謂
之
状
､
唱
首
先
言
､
謂
之
造
意
､
二
人
封
議
'
謂
之
謀
､
制
衆
建
計
､
謂
之
率
､
不
和
'
謂
之
強
'
攻
悪
､
謂
之
略
､
三

人
､
謂
之
群
､
取
非
其
物
､
謂
之
盗
'
貨
財
之
利
､
謂
之
堀
､
凡
二
十
着
､
律
義
之
較
名
也

夫
律
者
､
嘗
慎
其
襲
､
審
其
理
､
若
不
承
用
詔
書
､
無
故
失
之
刑
'
首
従
購
､
謀
反
之
同
伍
､
賓
不
知
情
､
嘗
徒
刑
､
此
故
失
之
撃
也
､

卑
輿
専
闘
､
皆
馬
賊
､
嗣
之
加
兵
刀
水
火
中
､
不
得
烏
戯
､
戯
之
重
也
'
向
入
室
慮
道
程
射
､
不
得
馬
過
､
失
之
禁
也
､
都
城
人
衆
中
走

馬
殺
人
'
嘗
馬
賊
､
賊
之
似
也
'
過
失
似
賊
､
戯
似
闘
､
嗣
而
殺
傷
傍
人
､
又
似
誤
､
盗
傷
縛
守
似
強
盗
､
町
人
取
財
似
受
腰
､
囚
解
所

連
似
告
劾
､
諸
勿
聴
理
似
故
縦
､
持
質
似
恐
猫
､
如
此
之
比
､
皆
烏
無
常
之
格
也

こ
れ
は
あ
く
ま
で
-
世
紀
の
育
泰
始
律
に
お
け
る
定
義
で
あ
る
が
､
そ
れ
ぞ
れ
の
語
は
､
二
年
律
令
に
お
い
て
も
登
場
し
'
基
本
的
に
は
育

律
の
定
義
と
壁
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
｡
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こ
こ
で
'
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
､
秦
漢
律
を
も
含
め
て
個
別
の
法
律
用
語
は
､
そ
れ
自
髄
軍
猿
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
'
複
数

の
語
と
封
鷹
閲
係
を
も
ち
､
相
封
的
な
語
義
を
有
す
る
用
語
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
は
､
張
斐
の
用
語
解
説
に
お
い
て
､
は
っ
き
り
と

表
わ
れ
て
い
る
｡
つ
ま
り
､
A
と
い
う
語
の
裏
に
は
､
B
も
し
く
は
C
と
い
う
語
が
想
定
さ
れ
て
お
り
､
A
は
､
B
･
C
で
は
な
い
A
と
い
う

意
味
で
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
さ
ら
に
､
【
A
､
B
､
C
】
が
あ
る
行
為
の
異
な
っ
た
様
態
を
示
す
語
嚢
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
と
も
に
､
A

は
ま
た
別
の
グ
ル
ー
プ

【
A
t
D
､
E
】
の
な
か
で
相
封
的
語
義
を
有
す
る
｡
こ
こ
に
あ
げ
る

【賊

･
嗣

･
戯

･
過
失
】
【賊

･
盗
】
【失

･
過

失
】
､
【不
直

･
失
】
な
ど
は
ま
さ
し
-
そ
う
で
あ
る
｡

漢
律
に
お
い
て
は
､
｢威
殺
｣
｢賊
傷
｣
な
ど

｢賊

O
｣
と
い
う
語
が
頻
出
L
t
ま
た
始
め
に
論
じ
た
よ
う
に

｢賊
｣
は

｢輿
賊
同
法
｣
と
あ

る
ご
と
く
'
法
理
の
一
つ
を
形
成
す
る
行
為
で
あ
る
｡
普
通
に
は
賊
と
い
う
語
は
､
『説
文
解
字
』
十
二
編
下
に

｢賊
'
敗
也
､
(段
注
'
穀
也
)｣

と
い
い
'
｢
や
ぶ
る
｣
｢損
な
う
｣
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
'
律
の
候
文
の
な
か
で

｢賊
｣
が
使
わ
れ
た
と
き
､
特
別
な
限
定
さ
れ
た
意
味
を
も

ち
､
｢闘
｣
｢戯
｣
と
い
っ
た
語
と
の
相
閲
閲
係
の
う
え
で
解
樺
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
事
賓
､
以
下
に
例
を
挙
げ
る
よ
う
に
､
賊
'
闘
'
戯
は
二

年
律
令
'
睡
虎
地
秦
闇
､
そ
し
て
文
戯
史
料
に
見
え
る
漢
律
に
は
盃
列
関
係
を
も
っ
て
登
場
す
る
｡
そ
し
て
そ
れ
は
張
斐
音
律
注
の
解
説
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
る
｡

賊
殺
人
'
断
而
殺
人
､
棄
市
､
其
過
失
及
戯
而
殺
人
'
購
死
､
傷
人
'
除

嗣
以
刀
傷
人
､
完
馬
城
旦
'
其
賊
'
加
罪

一
等
､
薦
謀
者
同
罪
､

闘
以
蔵
､
鈍
､
錐
､
若
歳
､
跳
､
錐
傷
人
､
各
可
論
'
闘
､
富
貴
二
甲
､
威
'
嘗
寿
烏
城
旦

21

(賊
律
)

『漢
書
』
辞
宣
博
引
律

答

問

86

卯りん
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完
城
且
､
以
寿
城
旦
譲
人
'
可
論
､
常
駐
､
甲
賊
傷
人
､
吏
論
以
烏
闘
傷
人
､
吏
富
論
不
富
､
嘗
辞

答
問
119

繭
訟
相
趣
､
謂
之
闘
､
繭
和
相
害
､
謂
之
戯
､
無
奨
斬
撃
､
謂
之
賊

-

互
い
に
主
張
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
､
立
ち
向
か
う
の
を

｢嗣
｣､
合
意

･
納
得
の
う
え
か
ら
競
い
合
う
の
を

｢戯
｣､
何
も
し
て

い
な
い
の
に
､
斬
っ
た
り
撃
っ
た
り
す
る
'
こ
れ
を

｢賊
｣
と
い
う

(『暫
書
』
刑
法
志
)

｢賊
｣
｢嗣
｣
｢戯
｣
を
右
の
よ
う
に
説
-
張
斐
の
解
樺
は
'
そ
の
ま
ま
二
年
律
令
､
睡
虎
地
秦
律
に
適
用
し
て
問
題
は
な
か
ろ
う
｡

つ
ま
り

｢賊
｣
と
は
等
意
に
よ
る

一
方
的
加
害
で
あ
り
､
い
わ
ば
加
害
者
と
被
害
者
が
存
在
し
､
被
害
者
に
は
原
則
的
に
落
度
が
な
い
状
態

を
意
味
す
る
｡
こ
れ
と
は
遠
い
､
相
互
に
敵
意
を
も
っ
て
暴
力
を
は
た
ら
き
そ
の
結
果
'
傷
害

･
殺
害
が
お
こ
っ
た
｡
そ
れ
は

｢嗣
｣
に
分
類

さ
れ
る
｡
睡
虎
地
秦
筒
､
『漢
書
』
辞
宣
侍
に
引
用
さ
れ
た
漢
律
は
､
こ
の

｢賊
傷
｣
と

｢闘
傷
｣
を
あ
げ
'
量
刑
の
違
い
を
規
定
し
た
の
で
あ

る
が
､
｢賊
｣
と

｢闘
｣
が
封
略
し
て
規
定
さ
れ
'
両
者
は
共
通
し
た
概
念
の
う
え
に
､
匝
別
が
設
け
ら
れ
て
い
る
｡

たわむ

｢戯
｣
と
は
､

一
般
的
は

｢遊
び
｣
｢
戯

れ

｣
な
ど
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
が
､
律
の
候
文
で
は
よ
り
限
定
さ
れ
た
意
味
内
容
を
も
っ
て
使
用

さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
は
､
悪
意
に
よ
っ
て
相
手
に
加
え
た
暴
力
行
為
で
は
な
-
､
両
者
の
合
意
に
基
づ
-
格
闘
競
技
'
遊
戯
と
解
樺
せ
ね
ば
な

ら
な
い
｡

法
律
候
文
に
み
え
る

｢賊
｣
｢闘
｣
｢戯
｣
は
以
上
の
如
き
異
な
っ
た
法
制
的
意
味
が
あ
る
が
､
そ
れ
は

一
つ
の
基
準
の
う
え
か
ら
意
味
づ
け

が
な
さ
れ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､
悪
意
に
よ
る
一
方
的
加
害
か
､
そ
れ
と
も
相
互
的
加
害
か
､
も
し
-
は
等
意
の
な
い
合
意
の
上
で
の
結
果
的

加
害
か
で
あ
り
'
行
為
者
の
意
識
が
那
遠
に
あ
っ
た
か
で
区
別
'
分
類
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
｡



二年律令に見える法律用語 - その (1)

威
播
城
'
官
府
及
麻
官
積
寂
､
棄
市
､
賊
熔
寺
合
､
民
室
屋
虚
合
､
積
寂
､
森
岳
城
旦
春
､
其
失
火
延
播
之
､
罰
金
四
両
､
葺

4
(威
律
)

｢威
｣
は
､
威
傷
､
威
殺
と
人
閲
に
封
す
る
殺
害
､
傷
害
に
か
ん
す
る
用
語
と
し
て
､
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
が
､
賊
律

4
や

『青
書
』
刑

法
志

(｢注
揮
｣
二

七
頁

注

(①
))
の
よ
う
に
､
封
象
が
建
物
の
場
合
に
も

｢威
｣
の
概
念
が
適
用
さ
れ
る
｡
悪
意
か
ら
の
火
付
け
を

｢賊
播

城
｣
と
い
う
よ
う
に
｡

悪
意
に
よ
る
火
付
け
は
､
｢放
火
｣
と
讃
せ
る
が
'
｢賊
播
｣
で
は
な
い
火
災
を
考
え
た
場
合
'
｢戯
｣
｢嗣
｣
に
よ
る
火
災
と
い
っ
た
も
の
は
､

想
定
で
き
ず
｡
不
注
意
'
も
し
-
は
過
失
か
ら
生
じ
た
火
災
が
､
馨
意
の
な
い
火
付
け
と
な
る
｡
二
年
律
令

｢賊
律
｣
は
'
｢其
失
火
延
播
之
-

不
注
意
か
ら
生
じ
た
火
事
で
延
焼
し
た
｣
と
表
現
し
､
こ
こ
に

｢賊
｣
と

｢失
｣
が
封
鷹
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
｡

｢失
｣
と
い
う
語
は
､
二
年
律
令
お
よ
び
睡
虎
地
秦
律
に
も
見
え
､
そ
れ
は
虞
義
の
過
失
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

□
□
□
□
繭
'
購
､
没
入
'
負
償
､
各
以
其
直
数
負
之
､
其
受
嫁
者
'
駕
其
罪
二
等
､

所
縁
滅
罪
重
､
以
垂
者
論
之
､
亦
駕
二
等
､
其
非

故
也
､
而
失
不

95

(具
律
)

告
'
告
之
不
審
'
鞄
之
不
直
'
放
縦
弗
刑
､
若
論
而
失
之
､
及
守
蒋
奴
蝉
而
亡
之
､
纂
逐
縦
之
､
及
諸
律
令
中
日
同
法
､
同
罪
'
其
所

1-7

(異
律
)

劾
人
不
審
､
薦
失
､
其
軽
罪
也
而
故
以
重
罪
劾
之
､
薦
不
直

112

(具
律
)

4ク
】
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い
ま

｢失
｣
を
虞
義
の
過
失
だ
と
述
べ
た
が
'
た
だ
､
賊
律
21
､
興
律
3-6
な
ど
に

｢過
失
｣
と
い
う
語
が
確
と
存
在
し
て
お
り
､
｢失
｣
を
そ
の

ま
ま
過
失
と
課
す
と
不
都
合
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
｡

244

威
殺
人
､
闘
而
殺
人
､
棄
市
､
其
過
失
及
戯
而
殺
人
､
購
死
､
傷
人
'
除

21

(賊
律
)

覇
道
官
所
治
死
罪
及
過
失
､
戯
而
殺
人
､
獄
己
具
､
勿
庸
論
'
上
獄
屠
所
二
千
看
官
'
二
千
看
官
令
母
害
都
吏
復
案
'
問
二
千
石
官
､
二

千
石
官

3-6

(輿
律
)

｢過
失
｣
と

｢失
｣
に
ど
の
様
な
意
味
の
違
い
が
あ
る
の
か
､
西
田
太

一
郎
氏
は
､
唐
律
で
は
官
吏
の
公
務
上
の
過
失
を

｢失
｣､
故
意
に
よ

ら
ず
'
人
を
殺
傷
し
た
場
合
を

｢過
失
｣
と
い
う
と
考
え
､
加
え
て
張
斐
律
法
に
定
義
さ
れ
て
い
る

｢失
｣
と

｢過
失
｣
の
う
ち
､
｢失
｣
は
張

斐
の
淘
創
の
語
で
あ
り
､
そ
こ
で
定
義
さ
れ
て
い
る

｢失
｣
は
､
張
斐
以
前
に
も
以
後
に
も
存
在
し
な
い
と
述
べ
る

(西
田
太
一
郎
『中
国
刑
法
史

研
究
』

岩
波
書
店

一
九
七
四
)｡

唐
律
に
お
け
る

｢失
｣
と

｢過
失
｣
が
西
田
氏
の
説
ど
お
り
な
の
か
ど
う
か
は
､
こ
こ
で
は
検
討
の
外
に
置
-
｡
た
だ
し
､
張
斐
の
律
法
を

め
ぐ
る
氏
の
理
解
に
限
っ
て
み
れ
ば
､
二
年
律
令
の
候
文
を
得
た
段
階
に
あ
っ
て
'
再
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
｡

張
斐
は
､
｢失
｣
と

｢過
失
｣､
さ
ら
に
は

｢故
｣
に
か
ん
し
て
次
の
よ
う
に
定
義
づ
け
て
い
る
｡

其
知
而
犯
､
謂
之
故
'
意
以
馬
然
､
謂
之
失
､
-
-

不
意
誤
犯
､
謂
之
過
失

す
な
わ
ち
､
こ
れ
を
解
樺
す
れ
ば
'

認
識
し
て
い
て
違
反
行
為
を
す
る
｡

意
識
の
う
え
で
は
､
か
-
あ
る
べ
き
'
正
し
い
と
思
っ
て
い
た
が
'
(思
っ
て
い
る
こ
と
と
は
異
な
る
結
果
と
な
っ
た
)



二年律令に見える法律用語 - その (1)

過
失
-
-

意
識
し
な
い
で
過
誤
か
ら
お
こ
っ
た
犯
罪
行
馬

結
論
を
先
に
言
え
ば
､
こ
の
張
斐
の
定
義
は
､
そ
の
ま
ま
二
年
律
令
に
見
え
る

｢故
｣
｢失
｣
｢過
失
｣
に
富
て
は
ま
る
と
私
は
考
え
て
い
る
｡

｢失
｣
は
､

一
方
で
は

｢不
直
｣
と
封
略
し
て
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
'
た
と
え
ば
す
で
に
列
挙
し
て
い
る
具
律
112
に
は
､

人
を
告
し
て
不
正
確
で
あ
っ
た
時

-

失

故
意
に
重
罪
を
さ
せ
て
劾
し
た
時

-

不
直

と
い
っ
た
匝
別
が
な
さ
れ
､
同
じ
貝
律
9
･
1
に
も

｢其
非
故
也
､
而
失
不
□
□
｣
と
見
え
る
｡
こ
の
筒
は

｢失
｣
の
下
が
断
簡
に
な
っ
て
い
る
の

だ
が
'
｢故
に
非
ざ
る
や
､
而
し
て
矢
に
し
て
不
-
-
｣
と
､
｢非
故
｣
が
つ
ま
る
と
こ
ろ

｢失
｣
と
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
と
解
樺
で
き
､
｢失
｣

と
は
､
認
識
し
た
う
え
で
の
違
反
行
為
で
あ
る

｢故
｣
に
封
峠
す
る
法
律
用
語
と
い
え
､
漢
律
の
中
で
は
す
で
に
そ
れ
は
定
着
し
て
い
た
も
の

と
言
っ
て
聞
達
い
な
か
ろ
う
｡

故
意

(故
)
の
封
語
と
し
て
は
､
普
通

一
般
に
は
､
｢過
失
｣
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
な
が
ら
二
年
律
令
で
は
'
先
に
挙
げ
た

｢失
｣
と
い
う
語

の
他
に
賊
律
21
に

｢其
過
失
及
戯
而
殺
人
｣
と

｢過
失
｣
な
る
語
が
見
ら
れ
'
張
斐
も

｢失
｣
と

｢過
失
｣
を
匡
別
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し

て
､
失
=
過
失
と
短
絡
す
る
こ
と
は
や
は
り
梼
樺
せ
ざ
る
を
得
な
い
｡

具
律
1-4
に
は
､
｢故
｣
｢不
直
｣'
そ
し
て

｢失
｣
が
併
置
さ
れ
る
候
文
で
あ
る
｡

論
命
之
､
庶
人
以
上
'
司
冠
､
隷
臣
妾
無
城
旦
春
､
鬼
薪
自
棄
罪
以
上
､
而
吏
故
篤
不
直
及
失
刑
之
､
皆
以
島
陰
官
､
女
子
庶
人
'
母
算

事
其
身
､
令
自
問

1-4

(具
律
)

｢吏
故
鵠
不
直
及
失
刑
之

1
吏
'
故
不
直
､
も
し
-
は
失
刑
｣
と
い
う
表
現
は
､
雲
夢
秦
簡
法
律
答
問
に
も
見
え
る
｡

士
五
甲
盗
､
以
得
時
直
城
､
城
直
百

1
十
､
吏
弗
直
､
獄
鞄
乃
直
威
､
戚
直
過
六
百
六
十
､
塩
甲
烏
城
旦
､
問
甲
及
吏
可
論
､
甲
嘗
耐
馬

245
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隷
臣
'
吏
馬
失
刑
罪
､
甲
有
罪
､
吏
智
而
端
重
若
軽
之
､
論
可
殴
､
薦
不
直

答
問
35

-
答
問
36

こ
の
場
合
も
､
｢吏
馬
失
刑
罪
｣
は
'
｢吏
知
而
端
重
若
嘩
之
｣
と
封
に
な
っ
て
い
る
｡

｢失
刑
罪
｣
｢失
刑
｣
と
は
'
故
意
に
量
刑
に
軽
重
を
つ
け
た

(吏
智
而
端
重
若
軽
之
'
故
不
直
)
で
は
な
-
､
自
己
の
判
断
で
は
正
し
い
､
理
に

合

っ
て
い
る
と
思
っ
て
量
定
し
た
刑
が
､
結
果
と
し
て
量
刑
不
首
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
確
か
に
､
そ
れ
は
過
失
と
も

言
え
る
が
､
無
意
識
'
無
認
識
に
よ
っ
て
生
じ
た
誤
り
で
は
な
い
.
意
識
し
た
行
動
の
過
誤
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち

｢意
以
馬
然
'
謂
之
失
｣
と

い
う
定
義
が
正
し
-
嘗
て
は
ま
る
行
為
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡

意
識
の
う
え
で
正
し
い
と
思

っ
た
行
為
､
そ
れ
は
言
葉
を
か
え
れ
ば
､
結
果
を
自
分
な
り
に
想
定
す
る
こ
と
で
あ
る
が
､
そ
れ
と
は
異
な
り
'

行
為
の
過
程
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
結
果
な
ど
意
識
の
う
え
に
の
ぼ
ら
な
か
っ
た
情
況
が
別
に
あ
る
｡
そ
れ
は
琢
想
が
外
れ
る
の
で
は
な
-

初
め
か
ら
濠
想
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
'
｢不
意
誤
犯

-

意
識
し
な
い
で
違
法
行
為
を
お
こ
な
う
｣
と
定
義
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
｡
こ
れ

は

｢失
｣
で
は
な
-

｢過
失
｣
と
い
う
用
語
で
律
文
に
規
定
さ
れ
る
｡
ま
さ
し
-

｢殺
そ
う
と
は
思

っ
て
も
い
な
か
っ
た
の
に
､
殺
人
を
お
か

し
て
し
ま
う

-

｣､
21

(賊
律
)
に
言
う

｢過
失
及
戯
而
殺
人
｣
に
他
な
ら
な
い
｡

付
言
し
て
お
-
な
ら
ば
､
個
別
の
行
為
､
事
象
に
つ
い
て
は
､
｢過
失
｣
が
想
定
さ
れ
ず
､
｢失
｣
に
す
べ
て
が
蹄
せ
ら
れ
る
も
の
'
も
し
-

は
そ
の
逆
の
､
｢失
｣
が
想
定
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
る
｡
例
を
あ
げ
れ
ば
､
｢告
｣
｢刑
罪
｣
の
場
合
に
は
､
犯
罪
の
告
蓉
'
刑
罰
の
量
定
と
い
っ

た
行
員
は
行
為
の
認
識
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
｡
す
べ
て
こ
う
だ
と
い
う
意
識
に
基
づ
-
過
誤
で
あ
り
'
｢意
識
し
な
い
告
寄
､
刑
の
量
定
､
そ

こ
か
ら
生
じ
る
過
誤
｣
と
い
っ
た
情
況
は
あ
り
得
な
い
｡

一
方
､
殺
人
に
あ
っ
て
は
'
あ
る
べ
き
情
況
は
'
悪
意
に
よ
る
殺
人
'
闘
学
に
よ
る

殺
人
'
競
技
の
上
の
殺
人
'
そ
し
て
過
失
殺
人

(過
誤
に
よ
る
殺
人
)
で
あ
り
､
矢
に
よ
る
殺
人

(意
識
の
上
で
は
t
か
-
あ
る
べ
き
と
思
っ
て
な
し
た
行

為
が
は
ず
れ
て
殺
人
と
な
っ
た
)
と
い
う
こ
と
は
お
よ
そ
想
定
で
き
ず
'
減
殺

･
闘
殺

･
戯
殺
以
外
に
は
､
｢殺
そ
う
と
い
う
意
識
が
な
-
て
殺
人
と



い
う
結
果
と
な
っ
た
｣
と
い
う
こ
と
'
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず

｢過
失
殺
人
｣
に
他
な
ら
な
い
｡
｢告
｣､
｢刑
罪
｣
に
関
し
て
は

｢失
告
｣
｢失

刑
罪
｣
と
な
り
､
殺
人
に
つ
い
て
は

｢失
殺
人
｣
で
は
な
く

｢過
失
殺
人
｣
と
な
る
そ
れ
が
理
由
で
あ
る
｡

｢失
｣
｢過
失
｣
は
'
故
意
に
よ
ら
な
い
過
誤
と
い
う
こ
と
で
共
通
す
る
｡
｢故
｣
の
反
封
語
と
し
て

｢誤
｣
が
あ
り
'
そ
れ
は
所
謂

｢間
違
い
｣

で
あ
ろ
う
｡

二年律令に見える法律用語 - その (1)

法
令
有
故
､
誤
､
章
侍
命
之
謬
'
於
事
馬
誤
'
誤
其
文
則
軽

諸
上
書
及
有
言
也
而
謹
､
完
烏
城
旦
呑
､
其
誤
不
審
､
罰
金
四
両

□
ロ
ロ
而
誤
多
少
其
賓
､
及
誤
脱
字
､
罰
金

一
両
､
誤
､
其
事
可
行
者
､
勿
論

馬
牛
誤
職
耳
､
及
物
之
不
能
相
易
者
､
柴
官
爵
夫

一
盾

『後
漢
書
』
郭
窮
侍

12

(威
律
)

17

(賊
律
)

致

44

計
腕
章
及
出
資
多
於
律
程
､
及
不
富
出
而
出
之
､
直
其
頁
'
不
盈
廿
二
鏡
､
除
'
廿
二
鏡
以
到
六
百
六
十
鋳
､
貴
官
薗
夫

一
盾
､
過
六
百

六
十
鏡
以
上
､
柴
官
奇
夫

一
甲
､
而
復
責
其
出
殴
､
人
戸
､
馬
牛

l
以
上
薦
大
誤
､
誤
自
重
殴
'
滅
罪

l
等

可
如
雷
大
誤
､
人
戸
'
馬
牛
及
者
貨
材
直
過
六
百
六
十
鏡
馬
大
誤
､
其
ti]薦
小

致

58
-
致

60

答
問
2-9

｢故
｣
(故
意
)
の
封
語
と
し
て
は

｢誤
｣
(過
誤
)
が
ま
ず
あ
り
､
認
識
の
上
で
の

｢誤
｣
が

｢失
｣､
無
意
識
の

｢誤
｣
が

｢過
失
｣
と
言
う
こ

と
に
な
ろ
う
｡
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以
上
､
｢賊
｣
の
語
義
を

｢戯
｣
｢闘
｣
と
の
比
較
の
上
か
ら
始
め
､
｢戯
｣
｢闘
｣
と
は
別
の
次
元
で

｢賊
｣
と
封
置
す
る

｢失
｣
に
､
さ
ら

に

｢失
｣
と

｢過
失
｣
の
封
置
へ
と
考
察
を
す
す
め
て
き
た
｡

【

A
､
B
､
C
】
が
あ
る
行
為
の
異
な
っ
た
様
態
を
示
す
語
嚢
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
と
も
に
､
A
は
ま
た
別
の
グ
ル
ー
プ

【
A
t
D
､
E
】

の
な
か
で
相
封
的
語
義
を
有
す
る
､
と
先
に
述
べ
た
｡
そ
の
こ
と
は
､
｢威

･
嗣

･
戯
｣､
｢威

･
失
｣'
｢失

･
過
失

･
故
｣
と
､

一
つ
の
語
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
基
準
の
上
で
'
別
の
用
語
と
封
磨
関
係
を
も
ち
､
グ
ル
ー
プ
化
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
｡
さ
ら
に
'

｢賊
｣
は
､
｢盗
｣
と
も
封
鷹
関
係
を
も
つ
が
､
こ
こ
で

｢盗
｣
に
つ
い
て
考
え
て
お
こ
う
｡

す
で
に
先
に
奉
げ
た
資
料
で
あ
る
が
､
賊
律
26
と
49
に
は
'
同
じ
賊
殺
傷
に
関
し
て

｢賊
｣
の
法
理
で
虞
噺
す
る
場
合
と
'
｢盗
｣
の
法
理
で

虞
噺
す
る
二
つ
が
確
認
さ
れ
た
｡
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謀
賊
殺
､
傷
人
'
輿
賊
同
法

賊
殺
傷
人
畜
産
､
輿
盗
同
法

26

(賊
律
)

49

(威
律
)

｢賊
｣
と
は
､
｢無
饗
斬
撃
｣､
す
な
わ
ち
悪
意
に
よ
る

一
方
的
加
害
で
あ
っ
た
｡
封
し
て

｢盗
｣
と
は
､
張
斐
の
律
注
に
よ
れ
ば
､
｢取
非
其

物
'
謂
之
盗
｣
と
い
う
ご
と
-
'
｢所
有
権
が
な
い
も
の
を
取
得
す
る
｣
行
馬
が

｢盗
｣
で
あ
る
｡
言
う
ま
で
も
な
く
､
今
日
の
我
々
の
い
う

｢窺
盗
｣
｢他
人
の
所
有
物
を
盗
む
｣
と
い
う
犯
罪
行
為
は
､
漢
律
に
お
い
て
も

｢盗
｣
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
､
｢盗
｣
の
定
義
は
､
寮
盗
に
限

定
さ
れ
な
い
贋
が
り
を
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
｡

次
の
各
候
文
に
見
え
る
よ
う
に
'
鏡
律
2-1
､
2-6
に
､
｢盗
鋳
鏡
｣
､
盗
律
74
､
76
に
は

｢盗
出
｣
と
い
う
語
が
あ
る
｡
こ
れ
は
､
｢盗
ん
で
鏡
を

ぬす

鋳
造
す
る
｣､
｢盗
ん
で
境
界
か
ら
出
す
｣
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
｡
そ
こ
に
は
､
｢
盗

む
｣
と
い
う
具
健
的
な
意
味
は
な
-
､
｢不
正
に
錆
鏡
を



お
こ
な
う
｣
｢不
正
に
財
物
を
出
す
｣
と
い
う
意
味
で
あ
り
'
そ
こ
か
ら

｢盗
｣
に
は
､
よ
り
抽
象
的
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る

｡
鏡
財
､
盗
殺
傷
人
､
盗
聾
家
､
略
勇
人
若
己
略
未
責
'
橋
相
以
爵
吏
､
自
以
馬
吏
以
盗
'
皆
磯

故
穀
鏑
行
鏡
以
馬
銅
､
官
物
者
､
坐
痛
罵
盗

66

(盗
律
)

1-9

(鏡
律
)

二年律令に見える法律用語 - その (1)

盗
鋳
鏡
及
佐
者
､
棄
市
､
同
居
不
告
､
聴
耐
､
正
典
'
田
典
､
伍
人
不
告
､
罰
金
四
両
､
或
頗
告
､
皆
相
除
､
尉
､
尉
史
､
郷
部
､
官

2-1

(鏡
律
)

盗
鋳
鏡
及
佐
者
､
智
人
盗
鋳
鏡
､
島
貫
銅
､
炭
､
及
篤
行
其
新
鏡
'
若
鳥
通
之
､
而
能
頗
相
捕
'
若
先
日
告
､
告
其
輿
､
吏
捕

2-6

(鏡
律
)

盗
出
財
物
干
連
関
徴
､
及
吏
部
主
智
而
出
者
､
皆
輿
盗
同
法
､
弗
智
､
罰
金
四
両
､
使
者
所
以
出
'
必
有
符
致
､
母
符
致

74

(盗
律
)

盗
出
真
金
連
関
徴
､
更
､
卒
徒
部
王
者
智
而
出
及
弗
素
､
輿
同
罪
､
弗
智
'
索
弗
得
､
成
蓮
二
歳

76

(盗
律
)

い
ま
個
に

｢盗
｣
を

｢不
正
に
｣
と
謬
し
た
が
'
｢賊
｣
の
語
に
も
ま
た

｢不
正
｣
｢不
法
｣
と
い
っ
た
意
味
は
内
包
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ

り
､
｢盗
｣
と

｢賊
｣
の
不
正
さ
に
は
ど
の
様
な
相
異
が
あ
る
か
が
問
題
に
な
っ
て
-
る
｡
そ
の
違
い
が
同
じ

｢威
殺
傷
｣
で
も

｢賊
｣
の
法
理

に
属
す
の
と
､
｢盗
｣
の
そ
れ
と
の
区
別
に
繋
が
る
の
で
あ
ろ
う
｡
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張
斐
は

｢取
非
其
物
､
謂
之
盗

-

そ
の
物
に
非
ざ
る
を
取
る
､
之
を
盗
と
い
う
｣
と

｢盗
｣
を
定
義
づ
け
る
｡
言
葉
を
補

っ
て
諾
す
と
､

｢本
来
そ
こ
に
蹄
魔
す
べ
き
と
こ
ろ
か
ら
の
非
合
法
な
髪
更
､
奪
取
｣
と
い
う
こ
と
で
あ
り
'
｢盗
鋒
鏡
｣
と
は
､
｢本
来
､
鏡
を
鋳
造
し
保
有
す

べ
き
と
こ
ろ
か
ら
'
勝
手
に
鏡
を
鋳
し
そ
の
益
を
奪
う
｣
と
い
う
こ
と
に
あ
り
'
｢盗
出
銭
｣
と
は

｢本
来
そ
の
財
物
が
蹄
属
す
る
と
こ
ろ
か
ら

非
合
法
に
持
ち
出
し
た
｣
こ
と
'
そ
れ
は
あ
る
べ
き
所
か
ら
の
奪
取
に
他
な
ら
ず
､
軍
に
｢盗
む
｣
と
い
う
具
髄
的
意
味
を
超
え
た
抽
象
的

｢盗
｣

へ
と
虞
が
っ
て
い
る
｡

た
だ
､
そ
こ
に
所
有
樺
の
奪
取
を
宿
盗
と
み
な
す
論
理
が
あ
っ
た
の
か
と
い
え
ば
､
私
は
懐
疑
的
で
あ
る
｡
所
有
機
'
人
種
な
ど
の
権
利
と

そ
れ
に
伴
う
利
益
､
つ
ま
り
権
益
と
い
っ
た
近
代
法
の
考
え
方
が
昔
時
存
在
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
｡
｢盗
｣
と
は
あ
-
ま
で

財
物
の
蹄
属
と
い
う
枠
の
外
に
は
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
は
言
い
添
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
｡

｢賊
｣
と

｢盗
｣
は
賊
律
､
盗
律
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
狗
立
し
た
律
の
篇
名
を
持

っ
て
い
る
｡
そ
こ
に
は
'
賊
に
属
す
る
法
理
と
盗
に
属
す
る

法
理
の
匡
別
が
あ
っ
た
か
ら
で
'
26
㌧
49
筒
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
同
じ
賊
殺
､
賊
傷
に
つ
い
て
も
､
｢輿
賊
同
法
｣
と
い
う
も
の
と

｢輿
盗
同
法
｣

と
さ
れ
る
も
の
に
分
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
加
害
に
よ
っ
て
本
来
蹄
属
す
べ
き
と
こ
ろ
か
財
物
の
鉄
損

(賊
殺
傷
人
畜
産
､
49
)
と

一
方
的

加
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
傷
害

(傷
人
､
26
)
と
の
違
い
で
あ
る
｡

北
賓
律
以
降
'
そ
し
て
唐
律
が
そ
う
で
あ
る
が
､
二
つ
の
律
は

｢賊
盗
律
｣
と
し
て
1
本
化
へ
と
向
か
う
｡
悪
意
に
よ
る
加
害
と
'
蹄
属
さ

れ
る
べ
き
所
か
ら
の
不
正
な
奪
取
が
同

一
の
法
理
の
下
に
虞
噺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
｡
そ
こ
に
は
財
物
に
限
ら
れ
た

｢盗
｣
の
概
念
が
､
身
髄
､

生
命
の
鉄
損
､
傷
害
を
も
ふ
-
む
よ
う
に
な
り
'
賊
と
盗
の
定
義
の
あ
い
だ
の
境
界
が
な
-
な
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
う
か
｡
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二年律令に見える法律用語 - その (1)

Ⅴ

謀

･
欲

･
牧

秦
律

･
漢
律
に
は
､
｢謀
｣
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
行
為
に
封
す
る
虞
罰
規
定
が
少
な
-
な
-
､
二
年
律
令
に
も
次
に
列
挙
す
る
ご
と
-
｢謀
反
｣

｢謀
減
殺
｣
等
々
に
つ
い
て
の
候
文
が
あ
る
｡

以
城
邑
亭
障
反
降
諸
侯
､
及
守
乗
城
亭
部
､
諸
侯
入
来
攻
盗
､
不
堅
守
而
棄
去
之
若
降
之
､
及
謀
反
者
､
皆

要
斬
､
其
父
母
､
妻
子
'
同
産
'
無
少
長
皆
棄
市
､
其
坐
謀
反
者
､
能
偏
捕
､
若
先
告
更
､
皆
除
坐
者
罪

諜
賊
殺
'
傷
人
､
未
殺
､
寿
烏
城
旦
蕃

賊
殺
人
､
及
輿
謀
者
､
皆
棄
市
､
未
殺
､
森
岳
城
旦
蕃

謀
賊
殺
､
傷
人
､
輿
賊
同
法

謀
遣
人
盗
､
若
数
人
可
盗
所
､
人
帥
以
其
言
□
□
□
□
□
及
智
人
盗
輿
分
､
皆
輿
盗
同
法

謀
倍
盗
而
各
有
取
也
'
#
直
其
戚
以
論
之

劫
人
､
謀
劫
人
求
鏡
財
､
雄
未
得
若
未
劫
､
皆
襟
之
､
罪
其
妻
子
､
以
烏
城
旦
呑
､
其
妻
子
富
坐
者
偏
捕
､
若
告
吏
'
吏

1

(賊
律
)

2
(威
律
)

22
(賊律
)

23
(賊
律
)

26

(戚
律
)

57

(盗
律
)

58

(盗
律
)

68

(盗
律
)

相
輿
諜
劫
人
､
劫
人
､
而
能
頗
捕
其
輿
､
若
告
更
､
吏
捕
頗
得
之
'
除
告
者
罪
､
有
購
鏡
人
五
寓
､
所
捕
告
得
者
多
､
以
人
数
購
之
71

(盗
律
)

取
人
妻
及
亡
人
以
馬
妻
､
及
馬
亡
人
妻
'
取
及
所
取
'
薦
謀
者
､
智
其
請
､
皆
黙
以
烏
城
旦
呑
'
其
虞
罪
重
､
以
匿
罪
人
律
論
'
弗
智

1-8

(亡
律
)

諸
謀
盗
錆
鏡
'
頗
有
其
器
具
末
鋳
者
'
皆
朱
以
烏
城
旦
呑
､
智
雷
及
買
鋳
鏡
具
者
､
輿
同
罪

2-8

(鏡
律
)
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法
律
用
語
と
し
て
扱
わ
れ
る

｢謀
｣
の
語
義
は
､
｢評
注
｣
で
も
引
用
し
､
ま
た
い
-
つ
か
の
論
敦
で
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
張
斐
の
律
法
と
､

そ
れ
を
ふ
ま
え
た

『唐
律
疏
議
』
名
例
律
の
解
説
が
知
ら
れ
て
い
る
｡
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二
人
封
議
､
謂
之
謀
､
制
衆
建
計
､
謂
之
率
-
-
三
人
謂
之
葦
､

構
衆
者
､
三
人
以
上
､
栴
謀
者
､
二
人
以
上
､
謀
状
彰
明
､
離

一
人
同
二
人
法

『青
書
』
刑
法
志
､
張
斐

音
律
注

『唐
律
疏
議
』
名
例
律

す
な
わ
ち
､
二
人
､
も
し
-
は
二
人
以
上
の
者
が
謀
っ
て
行
っ
た
犯
罪
が

｢謀
｣
だ
と
言
い
､
三
人
以
上
で
は

｢華
｣
(唐
律
で
は
｢衆
｣)
と
い
う

規
定
と
相
侯
っ
て
､
そ
こ
に
は
人
数
が
定
義
に
お
け
る
重
要
な
根
撞
と
な
っ
て
い
る
と
の
印
象
が
強
い
｡

果
た
し
て
､
｢謀
｣
の
定
義
に
二
人
と
い
う
人
数
が
本
雷
に
候
件
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡
唐
律
に

｢謀
状
彰
明
な
ら
ば
'

一
人
と
難

も
二
人
の
法
と
同
じ
｣
と
あ
り
､

一
人
で
も

｢謀
｣
の
要
件
は
構
成
さ
れ
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
､
二
人
も
し
く
二
人
以
上
と
い
う
こ
と

が
必
ず
し
も
候
件
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
｡
そ
も
唐
律
が
い
う

｢謀
状
｣
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
で
あ
ろ
う
｡

二
年
律
令
の

｢謀
｣
に
つ
い
て
の
候
文
を
い
ま
い
ち
ど
仔
細
に
見
て
み
よ
う
｡

謀
賊
殺
､
傷
人
､
未
殺
､
森
岳
城
旦
番
'

賊
殺
人
､
及
輿
謀
者
､
皆
棄
市
'
未
殺
､
寿
烏
城
旦
春

22

(威
律
)

23

(賊
律
)

右
候
文
の
｢謀
｣
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
'
つ
ま
り

｢賊
穀
を
謀
り
て
人
に
傷
害
を
輿
え
た
だ
け
で
殺
害
に
い
た
っ
て
い
な
い
｣
｢人
を
賊
殺
す
る
､

お
よ
び
謀
に
興
る
者
は
､
棄
市
｣
と
い
う
候
文
は
､
二
人
を
想
定
し
て
い
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
｡
｢輿
謀
者

-

謀
に
興
る
｣
の

｢謀
｣

を

｢
二
人
の
封
議
に
参
墓
す
る
｣
と
謬
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
｡
盗
律
58
の

｢謀
借
盗
而
各
有
取
也
｣
も
'
｢謀
り
て
借
に
盗
む
-
-
｣
-

｢
二
人

の
封
議
を
し
て
と
も
に
窺
盗
を
お
こ
な
う
｣
と
こ
れ
も
辞
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
同
じ
疑
問
も
生
ず
る
の
で
あ
る
｡



謀
は
秦
律
の
候
文
に
も
頻
出
す
る
｡
た
と
え
ば
､

甲
謀
道
乙
盗
､

一
日
､
乙
且
往
盗
､
未
到
､
得
'
皆
購
寿

人
臣
甲
謀
達
人
妾
乙
盗
主
牛
､
買
､
把
鏡
借
邦
亡
､
出
徴
､
得
､
論
各
可
殴
､
嘗
城
旦
寿
之
､
各
界
主

二年律令に見える法律用語 - その (1)

い
ず
れ
の
場
合
も
､
甲
が
乙
に
盗
み
を
さ
せ
る
こ
と
を
謀
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
､
｢謀
｣
の
主
健
は
甲
で
あ
る
｡

も

と

よ

り

､
一
般
普
通
用
語
の

｢謀
｣
に
は

｢
二
人
以
上
｣
と
い
う
意
味
な
ど
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
､
法
律
用
語
と
し
て
使
わ
れ
､

候
文
の
中
に
出
て
-
る

｢謀
｣
が
何
故
に
人
数
を
絶
封
の
候
件
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
､
理
解
に
苦
し
む
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
｡

私
は
'
法
律
用
語
と
し
て
の

｢謀
｣
を

｢
二
人
以
上
の
謀
議
｣
と
意
味
づ
け
る
の
は
､
必
ず
し
も

｢謀
｣
の
語
義
の
正
確
な
定
義
で
は
な
-
､

人
数
は
意
味
の
第

一
義
的
候
件
に
は
な
ら
な
い
と
み
た
い
｡

は
か
る

l
般
用
語
と
し
て
の
｢謀
｣
は
､
『詩
経
』
小
雅

･
白言
王
者
華
の
毛
侍
に
｢事
の
難
易
を

香

る

を
謀
と
馬
す
｣
と
あ
る
ご
と
-
に

｢計
量
す
る
｣

｢沓
る
｣
と
い
う
意
味
で
あ
る
｡
計
量
そ
の
も
の
は
'
議
論
､
相
談
と
い
う
行
馬
を
伴
う
こ
と
が
多
-
､
相
談
は

｢
二
人
の
談
議
｣
が
あ
り
得
べ

き
様
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
'
音
律
注
の

｢
二
人
封
議
｣
と
い
っ
た
説
明
が
引
伸
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
｡
法
律
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る

｢諜
｣

も

｢計
量
す
る
｣
と
い
う
語
義
か
ら
決
し
て
帝
離
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
｡
『唐
律
疏
議
』
名
例
律

･
十
悪
の
疏
議
に
は
､
｢殴
謂
駁
撃
､

謀
謂
謀
計
｣
と
説
明
す
る
の
も
､
謀
計
が
達
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
'
十
分
に
納
得
で
き
よ
う
｡

｢謀
殺
｣
と
は
､
計
董
殺
人
､
殺
人
を
計
量
す
る
こ
と
､
｢謀
｣
の
有
無
を
問
題
に
す
る
の
は
'
加
害
行
為
が
計
量
性
を
持
っ
た
も
の
だ
っ
た

の
か
否
か
を
問
う
こ
と
な
の
で
あ
る
｡
計
量
そ
の
も
の
は
'
い
ま
だ
賓
行
し
な
い
前
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
､
計
量
段
階
､
つ
ま
り
未
遂
に
お

253
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け
る
犯
罪
が
導
き
出
さ
れ
る
｡
『唐
律
疏
議
』
名
例
律

･
十
悪
の
謀
反
に
は
未
然
段
階
の
抹
殺
を
い
う

『春
秋
公
羊
俸
』
の
有
名
な
候
文

｢君
親

無
将
'
婿
而
必
課
｣
を
引
用
し
て
解
説
す
る
の
は
､
か
か
る
経
緯
か
ら
で
あ
ろ
う
0

目
的
の
遂
行
に
向
け
て
の
行
馬
､
状
態
も
し
-
は
動
静
を
表
す

｢謀
｣
と
､
同
類
の
語
と
し
て

｢欲
｣
｢牧
｣
が
秦
漢
律
に
は
見
え
る
｡

｢従
心
所
欲
､
不
稔
矩
｣
(『論
語
』
為
政
)
と
あ
る
ご
と
-
､
｢欲
｣
と
は
精
神
､
気
持
ち
が
あ
る
目
的
に
向
か
う
こ
と
'
精
神
の
志
向
､
要
す

る
に
願
望

･
志
望

･
欲
望
と
い
っ
た
意
味
で
あ
り
'
法
律
候
文
に
み
ら
れ
る

｢欲
｣
も
こ
れ
と
同
じ
と
見
て
よ
い
｡

254

諸
欲
告
罪
人
'
及
有
罪
先
日
告
而
遠
其
嚇
延
着
-
-

1-1
(具律
)

罪
人
獄
己
決
'
自
罪
不
嘗
欲
雪
鞠
者
'
許
之
､
雪
鞠
不
審
'
駕
罪

l
等
､
其
欲
復
雪
鞄
､
富
刑
者
､
刑
乃
聴
之
'
死
罪
'
不
復
白
雪
114

(異
律
)

右
､
二
年
律
令

｢具
律
｣
の

｢欲
｣
は
'
罪
人
を
告
す
る
こ
と
を
志
向
す
る

(欲
告
罪
人
)､
再
審
を
要
求
す
る

(欲
復
乞
鞄
)
と
い
う
よ
う
に
､
意

志
の
積
極
的
指
向
､
願
望
を
表
す
の
で
あ
る
｡

｢欲
｣
の
よ
う
に
意
志
の
能
動
性
で
は
な
-
､
行
烏
の
進
行
'
途
中
を
客
観
的
に
し
め
す
表
現
､
こ
れ
が

｢牧
｣
で
あ
る
｡

子
牧
殺
父
母
､
殴
冨
泰
父
母
'
父
母
院
大
母
､
王
母
､
後
母
､
及
父
母
告
子
不
孝
､
皆
棄
市
､
其
子
有
罪
嘗
城
旦
春
､
鬼
薪
自
棄
以
上

35

(威
律
)

威
殺
傷
父
母
､
牧
殺
父
母
'
欧
I111m父
母
､
父
母
告
子
不
孝
､
其
妻
子
為
政
者
､
皆
鋤
､
令
母
得
以
爵
償
､
免
除
及
購

38

(威
律
)



二年律令に見える法律用語 - その (1)

こ
の

｢牧
｣
に
つ
い
て
は
､
雲
夢
秦
簡

･
法
律
答
問
に
'
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
｡

臣
妾
牧
殺
圭
､
●
可
謂
牧
､
●
欲
賊
殺
壬
､
未
殺
両
得
､
馬
牧

答
問
76

『睡
虎
地
秦
墓
竹
筒
』
(
1
九
七
八

文
物
出
版
社
)
は
､
｢牧
､
讃
篤
謀
｣
と
注
を
施
し
､
｢奴
蝉
謀
殺
主
人
｣
と
葦
を
し
て
い
る
が
､
こ
れ
は
正
し

-
な
い
｡
｢謀
｣
と
は
､
何
度
も
述
べ
た
よ
う
に
､
計
量
す
る
こ
と
'
そ
れ
に
封
し
て

｢牧
｣
と
は
､
｢主
を
減
殺
す
る
こ
と
を
志
向

(欲
)
し
て

未
だ
完
遂
し
な
い
で
捕
獲
さ
れ
た
の
を
が
牧
｣
と
い
う
こ
の
法
律
答
問
の
説
明
か
ら
す
れ
ば
'
そ
し
て
明
ら
か
に
そ
れ
と
同
じ
表
現
で
あ
る

｢子
牧
殺
父
母
｣
(35
)
､
｢賊
殺
傷
父
母
'
牧
殺
父
母
｣
(38
)
を
み
れ
ば
'
｢牧
｣
と
は
｡
動
作

･
行
動
が
い
ま
だ
終
了
し
て
い
な
い
未
然
の
過

程
'
つ
ま
り
進
行
状
態
を
客
観
的
に
言
い
表
し
た
語
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
た
だ
'
35

(賊
律
)
の
｢評
注
｣
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
､
｢牧
｣

が
な
ぜ
動
作
の
進
行
を
意
味
す
る
語
と
な
る
の
か
'
そ
れ
を
示
す
訓
話
が
見
つ
か
ら
な
い
｡
正
し
-
は
'
｢婿
｣
と
す
べ
き
か
と
も
憶
測
さ
れ
る

が
､
残
念
な
が
ら
二
年
律
令
'
睡
虎
地
秦
筒
､
ど
ち
ら
も

｢牧
｣
と
樺
讃
せ
ね
ば
な
ら
な
い
字
で
あ
る
｡
ま
た
､
別
に
張
斐
の
律
法
に

｢我
｣

と
い
う
語
が
あ
が
り
､
｢婿
害
未
番
､
謂
之
版
｣
と
い
う
｡
｢状
｣
も
他
に
用
例
を
見
な
い
語
で
あ
り
､
｢我
｣
｢牧
｣
｢婿
｣
と
も
に
何
か
そ
こ
に

は
､
共
通
性
が
あ
る
と
も
思
え
る
が
､
わ
か
ら
な
い
｡

以
上
､
｢謀
｣
｢欲
｣
｢牧
｣､
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
目
的
を
遂
行
す
る
過
程
を
表
す
語
で
あ
る
が
'
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の

で
あ
る
｡

牧 欲 謀

計
量
す
る
こ
と

精
神
の
志
向
'
要
求
｡
願
望

動
作
､
行
為
の
進
行
形




